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特
集備えよう　大きな地震が来る前に

熊
本
地
震
、
震
度
７
の
被
害

出展：熊本県災害対策本部被害状況報告（平成 28 年 7 月 18 日時点）

熊
本
へ
の
支
援

《
職
員
派
遣
》　

被
災
宅
地
危
険
度
判
定
士
、

被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
士
、
保
健

師
、
家
屋
被
害
認
定
支
援
業
務
、
役
場
窓

口
支
援
業
務
等
、
計
９
名
の
職
員
を
派
遣

し
ま
し
た
。（
８
月
末
現
在
）

《
見
舞
金
謹
呈
》　

６
月
５
日
、
熊
本
県
庁
で

ひ
こ
に
ゃ
ん
か
ら
熊
本
県
庁
職
員
に
災
害

見
舞
金
（
彦
根
市
１
０
０
万
円
・
彦
根
市
職

員
互
助
会
１
０
０
万
円
）
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

《
義
援
金
受
付
中
》　

　

募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

●
設
置
場
所　

市
役
所
１
階
、
支
所
・
出
張

所
な
ど
（
※
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

※
熊
本
城
の
修
復
再
建
支
援
の
た
め
の
募

金
箱
は
、
彦
根
城
（
彦
根
城
管
理
事
務
所
）

や
開
国
記
念
館
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

●
設
置
期
限　

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

●避難者　183,882 人

《家屋被害》全壊 8,322 棟　半壊 26,162 棟
《人的被害》死者 76 人　　　負傷者 1,887 人

９６％

※関連死含む

※ピーク時

いずれの写真も、熊本県益城町内
の被災現場　6 月 6 日撮影

今年４月、熊本県を震源とする、震度７の大地震が短期間に２度
も発生しました。熊本県を中心に、九州では余震が続き、多数の死
傷者や家屋の倒壊、ライフラインの寸断など大きな被害が出ました。
このような大きな地震がもし起きたら、自分はどうのように行動

するのか、想像してみましょう。
そして、少しでもパニックを防ぐために、事前にできることは何

か、家庭や地域で考えてみましょう。
問い合わせ先　　危機管理室☎30-6150、FAX23-1777

出展：平成２８年彦根市防災アセスメント調査報告書

《家屋被害》全壊 6,321 棟　半壊 11,565 棟
《焼失棟数》1,391 棟

地
震
発
生

　市内には、「鈴鹿西縁断層帯」と呼ばれる断層帯があります。
この断層帯のずれによって地震が起きると、市全域で震度５強
以上、一部の地域で震度７にもなると予想されています。

直後１日後１週間後

●避難者　37,536 人 ※ピーク時

鈴鹿西縁断層帯地震が発生した場合の被害想定

断水世帯の割合

９１％

停電世帯の割合

９６％
●避難者　19,589 人

水が
出な
い！

真っ暗、、、

彦
根
で
地
震
が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い

2016・９・1

すず　か　せい  えん   だん  そう  たい

3

鈴鹿西縁断層帯

震度７

震度６強

震度６弱

震度５強

拠点避難場所

《人的被害》死者　403 人　負傷者　2,723 人
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③ ④

①家族が離ればなれで被災したときを
考えて、お互いの安否の確認手段を考
えておきましょう。被災地では、連絡
手段が限られるため、公衆電話などか
ら利用できる NTT の「災害伝言ダイヤ
ル 171」や携帯電話の「災害用伝言板」
など、サービスの活用方法を確認して
おきましょう。

  

地震により、玄関の扉が開かないこと
などが考えられるので、自宅から外への
避難経路は複数のルートを考えておきま
しょう。また、脱出通路には障害になる
ものを置かないようにしましょう。

目安として最低限 3 日分の水や食料
品を備蓄しましょう。サイクル保存（消
費期限の近いものから食べて新しいものを補充

する保存方法）をオススメします。非常持
出品などはひとまとめにし、すぐに持ち
出すことができるよう玄関や寝室などに
置いておきましょう。そのほか、メガネ
や薬など、家族で何が必要か話し合って
準備しましょう。

②

備蓄品・非常持出品を備えましょう

自
分
や
家
族
の
身
を
守
る
た
め

今
か
ら
で
も
で
き
る
　
地
震
へ
の
備
え

家族との連絡方法を確認しましょう

避難経路を確認しましょう

自宅の脱出ルートを考えましょう

地震発生時は、自宅から避難所までの道
のりが普段と違い、通行できない場合もあ
ります。実際に歩いてみるなどして危険箇
所を把握し、安全なルートを確認しておき
ましょう。

「
や
っ
と
き
ゃ
よ
か
っ
た
」
じ
ゃ

済
ま
さ
れ
な
い

建物が無事でも、家具などが転倒
すると、下敷きになってケガをした
り、避難経路を塞いだりしてしまい
ます。タンスや棚はＬ型金具などで
壁の桟や柱に固定しましょう。

⑤
家具・家電の固定をしましょう

伝言の録音

伝言の再生

１７１

ぜひ覚えておこう

ど
っ
ち
がん

〜
安
全
か
な

こ
れ
で
よ
し
。

今すぐチェック！
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特
集

強
い
彦
根
へ

‒

私
の
思
い‒ 17111117

彦
根
市
長　

大
久
保　
貴

　

 

市
で
は
、
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
の
た
め
の
補
助
を
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
滋
賀
県

防
災
講
演
会

　

鈴
鹿
西
縁
断
層
帯
な
ど
の
地
震

の
発
生
に
備
え
る
た
め
の
知
識
を

修
得
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

９
月
25
日
㈰
午
後
２
時

～
同
４
時
40
分

●
場
所　

み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル
（
田
原
町
）

●
申
込
方
法　

詳
し
く
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
申
込
期
限　

９
月
16
日
㈮
必
着

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

危
機

管
理
室
☎
30-

６
１
５
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

１
７
７
７
番

　熊本の被災地支援の職員派遣で、
被災宅地危険度判定士として活動
しました。
　被災地の活動では、宅地の土台
となる擁

よう

壁
へき

やブロック積などの危
険度を調査・判定し、被災の程度
に応じた 3種類のステッカーを貼
りました。この活動は、二次災害
を予測し、人命を守ることが目的

です。今回の調査では、3日間で 87 件の宅地の判定を
行いました。その中で、家屋が倒壊しているにも関わ
らず、慣れない避難所での生活に不安を感じ、引き続
き居住を希望される人もおられました。「危険」という
判定結果を報告することは、とても心苦しいものでし
たが、現状を十分に理解していただくよう心がけまし
た。いつどこで起こるかわからない災害に備えられる
よう、これから市民と一体になって防災・減災に取り
組んでいきたいと思います。

熊本の被災地支援を行った職員の体験談

彦
根
市
防
災
訓
練

　

ど
な
た
で
も
観
覧
で
き
ま
す
の

で
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

９
月
11
日
㈰
午
前
７
時
～

正
午

●
場
所　

荒
神
山
公
園
（
日
夏
町
）、

鳥
居
本
小
学
校
（
鳥
居
本
町
）、
鳥

居
本
中
学
校
（
鳥
居
本
町
）

●
内
容　

住
民
避
難
訓
練
、
地
震
体

験
、
住
民
救
出
輸
送
訓
練
、
出
前

講
座
な
ど　
　

※
『
彦
根
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
』
は
、

訓
練
実
施
に
伴
い
９
月
11
日
㈰
休

館
。（
ア
リ
ー
ナ
は
９
月
９
日
㈮
か
ら

同
11
日
㈰
ま
で
利
用
不
可
）
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

●対象　自治会、防災会など
●場所　地域の集会所など

（申込者でご用意ください。）

●講座時間　１時間程度
●料金　無料
●日時　ご相談ください

※申し込みは、講座開催日の
　２週間前までに、申込用紙に
　必要事項を記入し、　建築指
　導課まで提出してください。

住宅
の

耐震
化の

出前
講座

あ
な
た
の
お
家
は

　
　
大
丈
夫
？

問い合わせ先　 建築指導課　☎ 30-6125、FAX24-8517

耐
震
化
の
ス
ス
メ

　

お
住
ま
い
の
住
宅
が

地
震
に
対
し
て
安
全
か

ど
う
か
、
耐
震
性
を
耐

震
診
断
員
が
無
料
で
診

断
し
ま
す
。

▼
対
象　

昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
に
建
て

ら
れ
た
木
造
住
宅

▼
募
集
棟
数　

30
棟

 

（
先
着
順
。現
在
受
付
中
）

▼
申
込
方
法　
　

建
築

指
導
課
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
、
建
築
年
月
日

が
わ
か
る
書
類
を
添

え
て
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
倒

壊
す
る
可
能
性
が
高
い
と

診
断
さ
れ
た
住
宅
に
対
し

て
、
建
物
の
耐
震
改
修
工

事
を
行
う
と
き
に
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

　

ま
た
、
建
物
全
体
を
耐

震
改
修
す
る
以
外
に
、
次

の
場
合
も
対
象
に
な
り
ま

す
。

▼
１
階
部
分
の
み
耐
震
改

修
工
事
を
す
る
場
合

▼
１
階
に
建
物
が
倒
壊
し

て
も
一
時
的
に
安
全
が

確
保
で
き
る
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
や
耐
震
ベ
ッ
ド

な
ど
を
設
置
す
る
場
合

耐
震
診
断

耐
震
改
修

備えよう　大きな地震が来る前に

　「
彦
根
は
災
害
の
比
較
的
に
少
な

い
安
全
な
地
域
で
す
。」
私
ど
も
が

企
業
誘
致
を
す
る
時
に
決
ま
っ
て

使
う
フ
レ
ー
ズ
で
す
。
た
だ
、
大

き
な
地
震
被
害
が
過
去
に
ま
っ
た

く
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
彦
根
地
方
気

象
台
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
過

去
の
大
き
な
地
震
災
害
の
記
録
も

載
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
存
知
の
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
彦
根
城
に

は
、耐
震
性
に
優
れ
た「
地
震
の
間
」

な
る
建
物
も
存
在
し
ま
す
。
過
去

に
発
生
し
た
地
震
災
害
に
学
び
、

対
応
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
熊
本
地
震
で
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
自
然
災
害
は
人
知

を
越
え
て
発
生
し
、
そ
の
影
響
は

極
め
て
甚
大
で
す
。
発
災
時
や
そ

の
後
の
復
旧
復
興
に
は
、
大
変
な

労
力
を
要
し
、
何
よ
り
も
私
た
ち

市
民
一
人
ひ
と
り
の
生
命
と
財
産

を
失
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
出

来
る
対
応
を
日
ご
ろ
か
ら
進
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
防
災
月
間
を

機
に
、
改
め
て
災
害
を
身
近
に
感

じ
、
自
宅
建
物
の
耐
震
化
や
災
害

時
に
必
要
な
避
難
備
品
の
整
備
な

ど
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
改
め

て
意
識
し
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、

災
害
に
強
い
彦
根
を
皆
様
と
共
に

築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

道路河川課　石田拓馬 技師
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　　口市
地
域
経
済
振
興
課

市
内
に
本
社
が
あ
る
法
人
ま
た

は
、
市
内
に
住
所
が
あ
る
個
人
の

施
工
業
者
を
利
用
し
て
、
住
宅
の

改
修
な
ど
を
行
う
場
合
に
、
そ
の

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
こ

の
制
度
は
、地
域
経
済
の
活
性
化
、

居
住
環
境
の
向
上
、
定
住
人
口
の

増
加
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

対
象
工
事　

次
の
①
～
③
を
全
て

満
た
し
て
い
る
工
事

①
「
増
築
、
改
築
、
修
繕
等
の
工

事
」「
下
水
道
工
事
」「
外
構
工

事
」「
防
犯
対
策
工
事
」「
省
エ

ネ
対
策
工
事
」
の
い
ず
れ
か
の

工
事
（
新
築
工
事
お
よ
び
新
築
工

事
と
併
せ
て
行
う
工
事
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
）

②
平
成
28
年
度
中
の
工
事
（
４
月

１
日
以
降
に
着
工
し
、
平
成
29
年
３

月
31
日
ま
で
に
完
了
す
る
工
事
。
着

工
前
の
写
真
が
必
要
で
す
。）

③
助
成
対
象
工
事
の
経
費
が
20
万

円
以
上
（
消
費
税
を
含
む
）
の
工

事

※
対
象
と
な
る
工
事
に
つ
い
て
、

本
事
業
と
併
せ
て
、
他
の
補
助

（
国
・
県
や
彦
根
市
）
を
受
け
る

場
合
、
他
の
補
助
の
対
象
と
な

る
経
費
は
、
助
成
対
象
経
費
か

ら
外
し
ま
す
。
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
本
事
業
の
「
手
引

き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
手

引
き
」
は
、

地
域
経
済
振
興

課
（
市
役
所
３
階
）、
支
所
、
各

出
張
所
で
配
布
す
る
ほ
か
、
彦

根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

対
象
住
宅　

市
内
の
住
宅
。
た
だ

し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
集
合

住
宅
は
自
己
所
有
部
分
の
み

が
、
店
舗
な
ど
の
併
用
住
宅
は

居
住
部
分
の
み
が
対
象
で
す
。

事
務
所
や
店
舗
、
賃
貸
ア
パ
ー

ト
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

申
請
要
件　

次
の
①
～
④
を
全
て

満
た
す
こ
と
。

①
申
請
者
は
、
申
請
す
る
市
内
の

住
宅
に
居
住
し
、
そ
の
場
所
に

住
民
登
録
を
し
て
い
る
こ
と

②
申
請
す
る
住
宅
（
外
構
工
事
の
場

合
は
、
そ
の
住
宅
の
敷
地
を
含
む
）

は
、
申
請
者
ま
た
は
そ
の
２
親

等
内
の
親
族
が
所
有
し
て
い
る

こ
と

③
申
請
者
は
、
申
請
時
に
お
い
て

市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

④
申
請
す
る
住
宅
（
そ
の
住
宅
の
敷

地
を
含
む
）
に
係
る
固
定
資
産

税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

▼
助
成
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
同

一
の
住
宅
、
同
一
の
敷
地
内
お

よ
び
同
一
人
に
対
し
て
１
回
限

り
で
す
。

▼
対
象
と
な
る
住
宅
お
よ
び
土
地

が
共
有
名
義
で
も
、
複
数
人
に

よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。

▼
旧
制
度
の
「
彦
根
市
緊
急
経
済

対
策
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事

業
」
と
「
彦
根
市
経
済
活
性
化

対
策
住
宅
改
修
等
促
進
事
業
」

を
利
用
し
た
人
も
、
助
成
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

▼
個
人
の
施
工
業
者
が
自
ら
の
住

宅
の
改
修
等
を
行
う
場
合
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
額　

①
助
成
対
象
工
事
経
費
の
10
％

で
、
最
高
10
万
円
（
千
円
未
満

は
切
り
捨
て
）

②
次
の
い
ず
れ
か
の
世
帯
に
該
当

す
る
場
合
は
、
助
成
工
事
経
費

の
15
％
で
、
最
高
15
万
円
（
千

円
未
満
は
切
り
捨
て
）

移
住　

平
成
27
年
４
月
１
日
か

ら
交
付
申
請
日
ま
で
に
彦
根

市
外
か
ら
彦
根
市
に
転
入

し
、
居
住
を
継
続
し
て
い
る

新
婚　

平
成
27
年
４
月
１
日
以

後
に
婚
姻
の
届
出
を
し
、
交

付
申
請
日
に
同
居
し
て
婚
姻

を
継
続
し
て
い
る

子
育
て　

交
付
申
請
日
に
中
学

生
以
下
の
人
が
同
居
し
て
い

る
三
世
代
同
居　

交
付
申
請
日
に

親
・
子
・
孫
な
ど
の
三
世
代

以
上
が
同
一
の
敷
地
内
に
居

住
し
て
い
る

※
各
世
帯
と
も
世
帯
全
員
が
住

民
登
録
し
、
同
居
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法　

地
域
経
済
振
興

課
、
支
所
、
各
出
張
所
に
あ
る

「
事
前
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、

地
域
経
済
振
興

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
　

申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
、

予
算
の
範
囲
内
で
抽
選
を
行
い

ま
す
。
当
選
者
に
は
、「
助
成

候
補
者
決
定
通
知
書
」
と
交
付

「
住
も
う
よ
！
ひ
こ
ね
」
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業　

第
２
回
事
前
申
し
込
み

市
内
業
者
で
施
工
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
の

経
費
を
一
部
助
成
し
ま
す

申
請
の
方
法
を
明
記
し
た
「
助

成
金
交
付
申
請
の
案
内
」
を
、

落
選
者
に
は
「
落
選
通
知
書
」

を
そ
れ
ぞ
れ
11
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。

受
付
期
間　

９
月
１
日
㈭
～
10
月

31
日
㈪　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
（
土
、
日
・
祝
日
を

除
く
）

留
意
事
項　

事
前
申
し
込
み
を
す

る
人
は
、
当
選
に
備
え
、
工
事

前
に
、
本
事
業
の
「
手
引
き
」

を
ご
確
認
の
上
、
必
要
書
類
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
書

類
が
不
足
す
る
場
合
は
、
申
請

を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
特
に
、
工
事
前
に
工
事

箇
所
の
詳
細
な
写
真
を
撮
影
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
経
済
振

興
課
☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番
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祝
日
の
ご
み
な
ど
の
収
集

　　　　口市
清
掃
セ
ン
タ
ー　

　

９
月
19
日
（
月
・
祝
）、
同
22
日

（
木
・
祝
）
は
通
常
ど
お
り
収
集
を
行

い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の

直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し

く
は
、「
平
成
28
年
度
ご
み
等
の
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。　

　

９
月
24
日
㈯
の
午
前
９
時
か
ら

正
午
ま
で
、
粗
大
ご
み
（
小
型
家
電

を
含
む
）の
臨
時
受
入
を
行
い
ま
す
。

▼
粗
大
ご
み
以
外
の
ご
み
は
搬
入

で
き
ま
せ
ん
。

▼
搬
入
は
有
料
で
す
。（
１
ｍ
未
満

の
小
型
家
電
は
無
料
）

▼
割
れ
て
い
な
い
リ
サ
イ
ク
ル
対

象
の
蛍
光
管
も
回
収
し
ま
す
。

▼
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
リ

サ
イ
ク
ル
対
象
品
は
搬
入
で
き

ま
せ
ん
。

▼
住
所
確
認
の
た

め
、
運
転
免
許
証

な
ど
の
提
示
を

お
願
い
し
て
い

ま
す
。

▼
指
定
時
間
以
外

の
搬
入
は
で
き

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

建
物
を
新
築
・
増
築
し
た
皆
さ
ん
へ

固
定
資
産
税
の
家
屋
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

口市
税
務
課

　

住
宅
、
倉
庫
、
事
務
所
、
店
舗

な
ど
、
建
物
を
新
築
・
増
築
す
る

と
、
固
定
資
産
税
（
市
街
化
区
域
内

で
は
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
）
が

新
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
固
定
資
産
税
の
税
額
を
計

算
す
る
た
め
に
、

税
務
課
の
職

員
が
建
物
の
調
査
に
伺
い
ま
す
。

建
物
の
外
観
と
と
も
に
、
各
部
屋

を
拝
見
し
ま
す
の
で
、
必
ず
建
築

主
か
、
家
族
の
ど
な
た
か
の
立
ち

会
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
時
間
は
、
30
分
か
ら
１
時

間
程
度
で
す
。
調
査
の
際
に
、
建

物
の
平
面
図
・
立
面
図
な
ど
の
図

面
や
、
仕
様
・
設
計
書
、
建
築
確

認
申
請
書
な
ど
を
ご
用
意
い
た
だ

く
と
、
よ
り
短
時
間
で
正
確
な
調

査
が
で
き
ま
す
。

　

留
守
が
ち
な
お
宅
は
、
事
前
に

都
合
の
よ
い
日
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
調
査
日
時
を
調
整
し
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
か
ら
課
税
さ
れ
て

い
る
建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
や
、

用
途
を
変
更
し
た
場
合
（
事
務
所
・

店
舗
を
住
宅
に
改
装
、
別
荘
に
居
住
開

始
を
す
る
な
ど
）
は
、
速
や
か
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

全
棟
調
査
を
実
施
中

未
調
査
と
思
わ
れ
る
家
屋
の
所

有
者
に
対
し
て
、
調
査
依
頼
の
文

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
調
査
の

立
ち
会
い
や
聞
き
取
り
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産

税
係
☎
30-

６
１
３
８
番
、Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

９
月
１
日
㈭
〜
同
10
日
㈯

屋
外
広
告
物

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

 

口市
都
市
計
画
課　

全
国
一
斉
に
「
屋
外
広
告
物
適

正
化
旬
間
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
合
わ
せ
て
、市
内
で
も「
屋
外
広

告
物
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
。

屋
外
広
告
物
と
は　

文
字
、
イ
ラ

ス
ト
、
写
真
や
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
な
ど
を
常
時
ま
た
は
一
定
期

間
継
続
し
て
、
屋
外
で
公
衆
に

対
し
て
表
示
さ
れ
る
も
の
を
い

い
ま
す
。
表
示
、
掲
出
す
る
場

合
は
、
市
の
許
可
が
必
要
で
す
。

営
利
を
目
的
と
す
る
も
の
に
限

り
ま
せ
ん
。

広
告
物
の
設
置
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
物
件　

街
路
樹
、
消
火
栓
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
信
号
機
、
橋

り
ょ
う
、
道
路
標
識
な
ど
。
な

お
、
電
柱
、
街
路
柱
な
ど
に
は

張
り
紙
、
立
看
板
な
ど
を
設
置

で
き
ま
せ
ん
。

屋
外
広
告
物
の
安
全
管
理　

看
板

な
ど
が
屋
外
に
長
年
設
置
さ
れ

て
老
朽
化
す
る
と
、
落
下
や
倒

壊
な
ど
が
起
こ
り
、
重
大
な
事

故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。看
板
の
所
有
者
、占
有
者

は
定
期
的
に
安
全
点
検
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

景
観
・
ま
ち
な
み
保
全
室
☎
30-

６
１
２
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８

５
１
７
番

10
月
３
日
㈪
か
ら
申
請
開
始

臨
時
福
祉
給
付
金
と

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者

向
け
給
付
金

 

口市
臨
時
給
付
金
支
給
室

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
所

得
の
少
な
い
人
へ
の
影
響
緩
和
や
、

賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
を
受
け
に

く
い
所
得
の
少
な
い
年
金
受
給
者

を
支
援
し
ま
す
。

■
臨
時
福
祉
給
付
金

▼
対
象
者　

平
成
28
年
度
の
市
民

税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人

（
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族

な
ど
や
生
活
保
護
受
給
者
を
除
く
）

▼
支
給
額　

１
人
３
千
円

■
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け

給
付
金

▼
対
象
者　

平
成
28
年
度
臨
時
福

祉
給
付
金
の
対
象
者
の
う
ち
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人（
高
齢
者

向
け
給
付
金
〈
３
万
円
〉
を
受
給
し

た
人
を
除
く
）

▼
支
給
額　

１
人
３
万
円

い
ず
れ
の
給
付
金
も
１
回
の
み

の
支
給
で
す
が
、
両
方
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
は
、
２
つ
の
給
付

金
を
受
給
で
き
ま
す
。

■
申
請
期
間

　

10
月
３
日
㈪
〜
平
成
29
年
１
月

31
日
㈫

　

対
象
者
に
は
通
知
文
と
申
請
書

を
郵
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

臨
時
給
付
金

支
給
室
☎
０
１
２
０-

１
５
２

８-

90
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９

８
番

意
見
公
募
手
続
制
度

結
果
の
お
知
ら
せ

意見の件数　　　　　　　　  　3 件
　案の修正を行うもの　　　　  0 件
　案の修正を行わないもの　　  3 件

問い合わせ先　 都市計画課☎ 30-
6124、FAX24-8517

彦根市都市計画マスタープラン
（第 1 章から第 3 章）（素案）
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城
下
町
区
域
に
残
る

歴
史
的
建
築
物
の
実
態
調
査

 

口市
都
市
計
画
課

　　　　　　　　　　　　　
　口市
文
化
財
課

彦
根
城
下
町
に
残
る
町
家
や
武

家
屋
敷
な
ど
の
特
徴
が
残
る
歴
史

的
建
築
物
は
、時
代
と
と
も
に
、減

少
し
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
城
下
町
の
風
景
の
一

部
で
あ
る
建
築
物
を
積
極
的
に
利

活
用
す
る
た
め
の
検
討
を
行
う
に

あ
た
り
、
現
地
で
実
態
調
査
を
行

い
ま
す
。
調
査
に
は
、
調
査
証
と

腕
章
を
携
帯
し
た
大
学
の
教
員
と
、

学
生
が
公
道
か
ら
外
観
の
特
徴
な

ど
を
把
握
す
る
た
め
に
、
目
視
で

調
査
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間　

　

９
月
～
平
成
29
年
３
月

調
査
区
域　

　

彦
根
城
下
町
区
域

な
お
、
調
査
員
が
許
可
な
く
建

物
や
敷
地
内
に
入
っ
た
り
、
耐
震

診
断
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
セ
ー

ル
ス
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

☎
30-

６
１
２
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番　

教
育
委

員
会
文
化
財
課
☎
26-

５
８
３

３
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９
番

〈
仮
称
〉
平
田
認
定
こ
ど
も

園
園
名
案
の
意
見
募
集

　　　　口市
幼
児
課　

平
田
幼
稚
園
は
、
平
成
29
年
４

月
に
、
新
た
に
幼
稚
園
と
保
育
所

の
両
方
の
機
能
を
持
つ
「
認
定
こ

ど
も
園
」
と
し
て
開
園
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
関
係
者
と
、
現
在
の

平
田
幼
稚
園
の
保
護
者
の
意
見
を

基
に
、新
し
い
園
名
（
案
）
を
決
め

ま
し
た
の
で
、
こ
の
園
名
（
案
）

に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

園
名
案　

平
田
こ
ど
も
園

意
見
の
提
出
期
間　

９
月
１
日
㈭

～
同
23
日
㈮

提
出
方
法　

直
接
窓
口
に
持
参
し

て
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

幼
児
課
☎

23-

９
５
９
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
８
番
、
Ｅ
メ
ー
ル

jidokatei@
m

a.city.hikone.
shiga.jp

９
月
20
日
㈫
〜 

同
26
日
㈪

動
物
愛
護
週
間

　　　　口市
生
活
環
境
課

　

動
物
愛
護
週
間
は
、
動
物
の
適

正
な
飼
い
方
な
ど
に
つ
い
て
、
理

解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
動

物
と
の
付
き
合
い
方
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

し
が
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６

内
容　

ペ
ッ
ト
の
お
医
者
さ
ん
体

験
、
働
く
動
物
の
実
演
、
動
物

ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど

日
時　

９
月
22
日
（
木
・
祝
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

場
所　

竜
王
町
総
合
運
動
公
園

（
ド
ラ
ゴ
ン
ハ
ッ
ト
）

問
い
合
わ
せ
先　
（
公
社
）
滋
賀
県

獣
医
師
会
☎
０
７
７-

５
２
６-

１
９
６
６
番
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w

w
.shigavet.com

/
docs.php

動
物
に
関
す
る
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う

▼
ふ
ん
の
始
末　

市
で
は
、
条
例

で
犬
の
ふ
ん
を
放
置
し
て
は
な

ら
な
い
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ふ
ん
を
放
置
す
る
と
、
景
観
の

悪
化
だ
け
で
な
く
、
住
民
ど
う

し
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り

ま
す
の
で
、
飼
い
主
が
責
任
を

持
っ
て
ふ
ん
を
回
収
し
ま
し
ょ

う
。

▼
野
生
動
物
へ
の
餌
付
け　

野
良

犬の飼い方・マナーアップ標語

飼い主のマナー向上、
犬のふん害による景観の
悪化や住民同士のトラブ
ルを防止し、一人ひとり
が自分の問題として意識
を高めるための啓発標語
を募集します。

対象　市内に在住・在勤・
在学の人。個人・団体
は問いません。　

応募期限　9 月 1 日㈭〜同 30 日㈮　
審査　10 月下旬予定（表彰：11 月上旬予定）　
その他　応募作品は返却しません。啓発のため

彦根市が応募作品を利用すること、作品の展
示・掲載に際して応募者の氏名を公表するこ
とを了承のうえ、応募してください。　

応募・問い合わせ先　 生活環境課（〒 522-

8501　 元 町 4- ２） ☎ 30-6116、FAX27-
0395　※①住所②氏名③電話番号④標語

（20 文字程度）をはがきなどに書いて、郵送か、
FAX または直接窓口に提出してください。１
人３点まで応募できます。様式は自由ですが、

生活環境課に設置の応募用紙も利用できま
す。

猫
な
ど
の
野
生
動
物
に
餌
付
け

す
る
こ
と
は
、
本
来
動
物
が
持

つ
「
え
さ
を
自
力
で
獲
得
す
る

能
力
」
を
奪
い
ま
す
。
無
責
任

な
餌
付
け
に
よ
っ
て
近
隣
住
民

と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
餌
付
け
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

▼
狂
犬
病
の
予
防
注
射　

１
年
に

１
度
の
接
種
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
動
物
病
院
な
ど
で

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
注
射

し
て
い
な
い
犬
に
は
必
ず
受
け

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番
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一
般
競
争
入
札
で

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

　　口市
公
有
財
産
管
理
課

一
般
競
争
入
札
で
市
有
地
の
購

入
者
を
募
集
し
ま
す
。
所
定
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

公
有
財
産
管
理
課
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
（
簡
易
書
留
で
郵
送
も
可
能
で

す
）。

売
払
物
件　

左
表
の
と
お
り

申
込
書
な
ど
の
配
布
、
受
付
期
間

　

９
月
1
日
㈭
～
同
16
日
㈮（
必
着
）

※
持
参
の
場
合
は
、
土
・
日
曜
日

を
除
き
、
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

配
布
場
所

公
有
財
産
管
理
課
、
支
所
・

出
張
所　

※
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

入
札
日
時
・
場
所

９
月
29
日
㈭　

午
後
１
時
30
分

契
約
監
理
室
（
別
館
２
階
）

一
般
競
争
入
札
と
は　

あ
ら
か
じ

め
公
表
さ
れ
た
最
低
売
却
価
格

以
上
で
、
最
も
高
い
価
格
を
つ

け
た
個
人
ま
た
は
法
人
に
売
却

す
る
方
法
で
す
。
一
定
条
件
を

満
た
せ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

公
有

財
産
管
理
課（
〒
５
２
２-

８
５
０

１　

元
町
４-

２
）
☎
30-

６
１
１

４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
30-

６
１
４
７

番

予定価格
(最低売却価格 )

787㎡

売払物件
物件所在地 西今町字下郷市79番

入札会場 契約監理室（別館2階）

地目 雑種地
面積 

1,912万円

ご
協
力
く
だ
さ
い

社
会
生
活
基
本
調
査

　　　　　　　県
民
生
活
部
統
計
課

こ
の
調
査
は
、
1
日
の
う
ち
、

ど
れ
く
ら
い
の
時
間
を
、
仕
事
、

家
事
、
地
域
で
の
活
動
な
ど
に
費

や
し
て
い
る
か
や
、
過
去
１
年
間

の
自
由
時
間
に
し
た
活
動
に
つ
い

て
を
調
べ
て
、
政
策
に
必
要
な
基

礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
す
る
も
の
で
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
、

10
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、

調
査
員
が
伺
い
、
調
査
票
を
お
配

り
し
ま
す
の
で
、
回
答
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
民
生
活
部

統
計
課
☎
０
７
７-

５
２
８-

３
３
９
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７

-

５
２
８-

４
８
３
５
番

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

　

  

大
津
地
方
法
務
局　

　
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん

し
ん
相
談
」
電
話
を
設
置
し
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

９
月
５
日
㈪
～
同
11
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

電
話
番
号
（
全
国
統
一
番
号
）

　

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０
番

※
こ
の
期
間
以
外
に
も
、
平
日
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
、
人
権
擁
護
委
員
・

法
務
局
職
員
が
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

申
込
方
法　

面
談
に
よ
る
相
談

（
平
日
の
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後

４
時
30
分
）
は
、
事
前
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

大
津
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課
☎
０
７
７-

５

２
２-

４
６
７
３
番

知
っ
て
い
ま
す
か

建
退
共
制
度

　

  

建
退
共
滋
賀
県
支
部　

建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
の

労
働
者
の
福
祉
増
進
と
、
建
設
業

を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的

と
し
て
国
が
設
立
し
た
退
職
金
制

度
で
す
。

加
入
条
件
は
、
建
設
業
を
営
む

事
業
主
で
、
対
象
は
、
建
設
業
の

現
場
で
働
く
労
働
者
で
す
。
制
度

の
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

建
退
共
滋
賀
県

支
部
☎
０
７
７-

５
２
２-

３
２

３
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５

２
２-

７
７
４
３
番

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

障
害
年
金
の
無
料
相
談
会

　滋
賀
県
社
会
保
険
労
務
士
会

社
会
保
険
労
務
士
が
無
料
で
障

害
年
金
に
関
す
る
相
談
会
を
行
い

ま
す
。

日
時　

９
月
15
日
㈭
午
前
10
時
～

午
後
３
時

場
所　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
平
田
町
）

申
込
期
限　

９
月
14
日
㈬

持
ち
物　

障
害
者
手
帳
、
年
金
手

帳
や
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど
年

金
記
録
が
わ
か
る
も
の

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀

県
社
会
保
険
労
務
士
会　

障
害
年
金
相
談
チ
ー
ム
☎

０
７
７-

５
２
６-

３
７
６
０

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
６-

１
８
０
０
番

N

至大津

至米原

JR彦根駅

JR南彦根駅

ビバシティ彦根

滋賀銀行

至　米原

至　京都
対象物件
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職　種 受　験　資　格人　数

育児休業代替
任期付職員

（上級一般事務）
2人程度

試験日　9月22日（木・祝）
受付期間　9月1日㈭～同14日㈬の8：30～17：15
（土・日曜日は除く）※郵送の場合は、9月14日㈬まで
の消印有効
その他　育児休業代替任期付職員は、育児休業を取得する
職員の代替として勤務する正規職員です。任期はおおむ
ね１０か月以上３年未満で、職員の育児休業期間に応じて
設定されます。合格者の名簿登載期間は３年間です（その
間、職員の育児休業が発生した場合に採用について連絡をしま
す）。職員の育児休業の取得状況によっては、名簿に登載
されても採用されない場合があります。
受験申込書などの配布場所、受験の申込み、問い合わせ先
　　人事課（市役所４階）☎30-6106、FAX22-1398

市職員を募集します

平成6年4月1日までに
生まれた人

用
〉
３
千
円
（
未
就
学
児
以
下
は
１

人
千
円
）　
〈
申
込
期
間
〉
９
月
１

日
㈭
～
同
７
日
㈬　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

荒
神
山
自
然
の

家
☎
28-

１
８
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

28-

１
８
７
２
番　

※
電
話
か
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
参
加
者
に
は
、
詳
し
い
案
内

を
郵
送
し
ま
す
。

子
育
て
講
座

食
の
ス
タ
ー
ト
離
乳
食

〈
内
容
〉
実
習
を
通
し
て
離
乳
食

の
作
り
方
を
学
び
ま
す
。　
〈
日

時
〉
９
月
29
日
㈭
午
前
10
時
～
同

11
時
30
分　
〈
場
所
〉
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
ひ
こ
ね（
清
崎
町
）　
〈
対
象
〉

生
後
５
、
６
ヶ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
と

保
護
者　
〈
費
用
〉
５
０
０
円
（
材

料
費
含
む
）　
〈
定
員
〉
20
組
（
先
着

順
）　
〈
申
込
期
間
〉
９
月
３
日
㈯

～
同
23
日
㈮　
〈
持
ち
物
〉【
子
ど

も
】
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
着
替
え　

【
保
護
者
】
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、マ

ス
ク
、
筆
記
用
具　
〈
託
児
〉
無

料
（
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど

も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電

話
、
ま
た
は
直
接
窓
口
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９

５
番

ふ
れ
あ
い
の
館

昔
の
遊
び
を
体
験
し
よ
う

〈
内
容
〉
室
内
で
で
き
る
簡
単
な

昔
な
が
ら
の
遊
び
を
体
験
し
ま
す
。

〈
日
時
〉９
月
24
日
㈯
午
前
10
時
30

分
～
正
午　
〈
場
所
〉
ふ
れ
あ
い

の
館
（
八
坂
町
）〈
対
象
〉
小
学
生

（
保
護
者
も
参
加
で
き
ま
す
。）　
〈
定

員
〉
20
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
無

料　
〈
申
込
期
間
〉９
月
３
日
㈯
～

同
21
日
㈬　
〈
持
ち
物
〉
飲
み
物
、

タ
オ
ル　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

ふ
れ
あ
い
の
館
☎
25-

４

４
５
２
番　

※
電
話
か
、
直
接
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
体
験
会

〈
内
容
〉
荒
神
山
自
然
の
家
で
自

然
に
囲
ま
れ
、
心
地
良
い
涼
を
感

じ
な
が
ら
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ

ン
グ
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、

創
作
活
動
な
ど
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
野
外
活
動
が
未
経
験
の
人
も

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。　

〈
日
時
〉
９
月
24
日
㈯
午
後
１
時

～
同
25
日
㈰
午
後
３
時
（
１
泊
２

日　

テ
ン
ト
泊
）　
〈
場
所
〉

荒
神

山
自
然
の
家
（
日
夏
町
）　
〈
対
象
〉

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
家

族　
〈
定
員
〉５
組（
先
着
順
）　
〈
費

剪せ
ん

定て
い

講
習
会

〈
内
容
〉
庭
師
集
団
「
い
ろ
は
組
」

の
指
導
に
よ
る
一
般
の
人
を
対
象

と
し
た
剪
定
講
習
を
行
い
ま
す
。　

〈
日
時
〉９
月
３
日
㈯
午
前
９
時
～

同
11
時　
〈
場
所
〉
旧
彦
根
藩
松

原
下
屋
敷
（
通
称
・
お
浜
御
殿
）（
松

原
町
）〈
対
象
〉
庭
園
に
興
味
が
あ

る
剪
定
初
心
者　
〈
定
員
〉
20
人

（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
無
料
〈
申
込

期
限
〉
９
月
２
日
㈮　
　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
い
ろ
は
組
（
滝

川
さ
ん
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
48-

１
７

２
５
番
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

irohagum
i.com

　

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
①
住

所
②
氏
名
（
複
数
の
場
合
は
全
員
）

③
連
絡
先
（
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
）
を
書
い
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
講
決
定
は
、

後
日
連
絡
し
ま
す
。

子
育
て
し
な
が
ら
働
き
た
い

マ
ザ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

〈
内
容
〉
子
育
て
中
で
も
働
き
た

い
人
を
対
象
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で

す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
利
用
方
法

や
働
く
時
の
制
度
な
ど
を
お
話
し

ま
す
。　　
〈
日
時
〉
９
月
13
日
㈫　

午
前
10
時
（
１
時
間
程
度
） 　
〈
場

所
〉

 

彦
根
公
共
職
業
安
定
所
（
西
今

町
）〈
対
象
〉
子
育
て
中
の
求
職
者　

〈
定
員
〉
30
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉

無
料　
　
〈
託
児
〉
あ
り
（
飲
み
物
、

お
や
つ
な
ど
必
要
な
物
は
、
各
自
で
用

意
し
て
く
だ
さ
い
）　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉
彦
根
公
共
職
業
安
定

所
（
〒
５
２
２-

０
０
５
４　

西
今
町

58-

３　

彦
根
地
方
合
同
庁
舎
）☎
22-

２
５
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
１

８
６
番　

※
直
接
電
話
で
申
し
込

む
か
、
窓
口
に
あ
る
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

自
然
観
察
会

「
タ
カ
の
わ
た
り
」

〈
内
容
〉秋
に
な
る
と
南
国
に
帰
っ

て
い
く
渡
り
鳥
や
、
周
辺
の
植
物

を
、
佐
和
山
山
頂
で
観
察
し
ま
す
。

※
天
候
に
よ
り
中
止
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。　
〈
日
時
〉
９
月
22

日
（
木
・
祝
）　

午
前
９
時
～
正
午  

〈
場
所
〉

 

佐
和
山　

※
東
山
観
光
駐

車
場
（
龍

り
ょ
う

潭た
ん

寺じ

前
）
に
午
前
８
時
50

分
ま
で
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。　

〈
費
用
〉１
０
０
円　
〈
持
ち
物
〉水

筒
、（
あ
れ
ば
）
双
眼
鏡
な
ど　
〈
申

込
期
間
〉
９
月
１
日
㈭
～
同
16
日

㈮　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
快

適
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
る
会
事

務
局
（

生
活
環
境
課
内
）
☎
30-

６
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24-

５
８
７
０
番　

※
電
話
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
、
①
介
護
予
防
運
動
指
導

員
希
望
②
氏
名
③
住
所
④
年
齢
⑤

電
話
番
号
⑥
団
体
名
（
あ
れ
ば
）
を

書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ニ
バ
ル

〈
日
時
〉
10
月
１
日
㈯　

午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時
（
受
付
午
前
９

時
）　
〈
場
所
〉
庄
堺
公
園
（
開
出

今
町
）
多
目
的
広
場　

※
雨
天
時

は
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
彦
根
工
場
（
高

宮
町
）
体
育
館　
〈
対
象
〉
市
内
在

住
の
身
体
障
害
の
あ
る
人
、
知
的

障
害
の
あ
る
人
、
精
神
障
害
の
あ

る
人
な
ど　
〈
競
技
種
目
〉
60
ｍ

走
、
パ
ン
食
い
レ
ー
ス
な
ど
（
誰

も
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
競
技
内
容

で
す
）　
〈
費
用
〉
無
料
（
昼
食
は
主

催
者
が
用
意
し
ま
す
）〈
申
込
期
限
〉

９
月
13
日
㈫　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉

障
害
福
祉
課
（
〒
５
２
２

-

０
０
４
１　

平
田
町
５
９
４　

障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）☎
27-

９
９

８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７

番
、Ｅ
メ
ー
ルshogaifukushi@

m
a.city.hikone.shiga.jp

　
※

障
害
福
祉
課
に
あ
る
参
加
申
込
書

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
直
接
窓

口
で
申
し
込
む
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

介
護
予
防
運
動
指
導
員

養
成
講
座

〈
趣
旨
〉介
護
予
防
の
た
め
の
筋
力

運
動
や
、
有
酸
素
運
動
を
取
り
入

れ
た
金
亀
（
根
気
）
体
操
を
地
域
に

伝
え
る
指
導
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

〈
講
座
期
間
〉
９
月
29
日
㈭
（
初
回
）

～
11
月
２
日
㈬
（
最
終
）
の
間
で
６

回
開
講（
４
回
以
上
受
講
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。実
施
日
時
、場
所
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
）　
〈
場
所
〉
く
す

の
き
セ
ン
タ
ー
（
八
坂
町
）
ま
た

は

福
祉
セ
ン
タ
ー（
平
田
町
）別

館
２
階　
〈
対
象
〉金
亀
体
操
を
継

続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
、
自
治

会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
サ
ロ
ン
な
ど

に
所
属
す
る
５
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
内
の
代
表
者
１
～
２
人
。（
修
了

後
は
指
導
員
と
し
て
、
体
操
を
指
導
し

て
い
た
だ
き
ま
す
）　
〈
定
員
〉
20
人

（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
無
料　
〈
申
込

期
限
〉
９
月
21
日
㈬　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

医
療
福
祉
推
進

課
☎
24-

０
８
２
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

シ
ニ
ア
対
象
「
講
習
会
」

〈
内
容
〉
①
ふ
る
さ
と
産
品
技
能

講
習
②
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
講
習
③

ド
ラ
イ
ブ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
④

遺
跡
発
掘
技
能
講
習
〈
対
象
〉
県

内
在
住
で
55
歳
以
上
の
人
〈
受
講

料
〉
無
料
（
交
通
費
・
昼
食
代
は
自

己
負
担
）〈
そ
の
他
〉
会
場
、定
員
、

講
習
期
間
、
受
講
条
件
、
申
込
締

切
日
や
面
接
日
時
な
ど
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
公
益
社
団
法
人

滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
（
〒
５
２
０-

０
０
５
４　

大

津
市
逢
坂
１-

１-

１
） 

☎
０
７
７-

５
２
５-

４
１
２
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
７-

５
２
７-

９
４
９
０
番　

※
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
か
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

と
を
目
指
し
ま
す
。
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。 

〈
日
時
〉（
前
期
）
10
月
３
日
、
同

17
日
、
11
月
７
日
、
同
21
日
、
12

月
５
日
、
同
19
日
（
後
期
）
平
成

29
年
１
月
16
日
、
同
30
日
、
２
月

６
日
、
同
20
日
、
３
月
６
日
、
同

27
日
（
い
ず
れ
も
月
曜
日
で
、【
午
前

の
部
】
午
前
10
時
～
正
午
【
午
後
の

部
】
午
後
１
時
30
分
～
同
３
時
30
分
で

開
催
） 　
〈
場
所
〉 

男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
講
習
室　

〈
対
象
〉 

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
。
前
期
も

し
く
は
後
期
を
連
続
し
て
受
講
で

き
る
人　
〈
定
員
〉
午
前
・
午
後
各

10
人
（
先
着
順
）   

〈
費
用
〉 

各
期
５

千
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
１
、
５
０
０

円
が
必
要
で
す
。
テ
キ
ス
ト
は
各
期
共

通
で
す
。）　
〈
申
込
開
始
日
〉
９
月

１
日
㈭
午
前
９
時
～   

〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
〒
５
２
２-

０
０
４
１　

平
田
町
６
７
０
）
☎
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番　

※
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直
接
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

県
立
盲
学
校　
学
校
開
放
講
座

「
点
字
の
世
界
」

〈
内
容
〉初
め
て
点
字
に
ふ
れ
る
人

や
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
点
字
を

体
験
し
た
い
人
な
ど
、
初
級
か
ら

応
用
ま
で
難
易
度
別
の
コ
ー
ス
に

分
か
れ
て
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
コ
ー
ス
の
内
容
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。〈
日

時
〉
10
月
１
日
～
11
月
19
日
の
い

ず
れ
も
土
曜
日
の
午
前
９
時
30
分

～
同
12
時
30
分
（
10
月
22
日
㈯
は
除

く
。
予
備
日
11
月
26
日
㈯
）　
〈
場
所
〉

滋
賀
県
立
盲
学
校（
西
今
町
）　
〈
定

員
〉
30
人
〈
費
用
〉
２
千
円
（
初

級
の
み
別
途
、
教
材
費
〈
１
，
０
８
０

円
〉
が
必
要
）　
〈
申
込
期
限
〉
９
月

26
日
㈪　
〈
持
ち
物
〉ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン（
初
級
以
外
の
受
講
者
の
み
）〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
滋
賀
県
立

盲
学
校
（
西
今
町
）（
担
当　

細
江
さ

ん
）
☎
22-

２
３
２
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

３
６
８
６
番
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ w
w

w
.vi-sh.shiga-ec.ed.jp/

　

※
①
氏
名
②
連
絡
先
③
コ
ー
ス
を

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ウ
ィ
ズ

は
じ
め
て
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
・
秋
コ
ー
ス

〈
内
容
〉
パ
ソ
コ
ン
を
学
ぶ
こ
と

に
よ
っ
て
よ
り
楽
し
く
、
活
動
的

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
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採
石
業
務
管
理
者
試
験

〈
日
時
〉10
月
14
日
㈮　

午
前
10
時

～
正
午　
〈
場
所
〉
滋
賀
県
大
津

合
同
庁
舎
（
大
津
市
）
７-

Ｂ
、
７-

Ｃ
会
議
室　
〈
費
用
〉
８
千
円
（
滋

賀
県
収
入
証
紙
で
用
意
）　
〈
申
込
期

間
〉９
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

モ
ノ
づ

く
り
振
興
課
☎
０
７
７-

５
２
８-

３
７
９
１
番　

※
願
書
を
、

モ

ノ
づ
く
り
振
興
課
ま
た
は
各

合

同
庁
舎
で
入
手
し
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
願
書
は
滋
賀
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

直
弼
杯
将
棋
大
会　

〈
日
時
〉10
月
30
日
㈰　

午
前
10
時

～（
同
９
時
30
分
受
付
）　
〈
ク
ラ
ス
・

定
員
〉級
・
段
に
応
じ
た
一
般
の
部

４
ク
ラ
ス
、
中
学
生
以
下
の
部
３

ク
ラ
ス
合
計
１
２
０
人（
ア
マ
チ
ュ

ア
に
限
り
ま
す
。
過
去
の
大
会
で
の
優

勝
者
は
同
一
ク
ラ
ス
で
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん
。）（
先
着
順
）　
〈
競
技
形
式
〉 

予
選
は
各
ク
ラ
ス
に
よ
る
リ
ー
グ

戦
（
基
本
４
人
）
を
行
い
、
予
選
通

過
者
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。（
詳
細
は
当
日
説
明
）　

〈
場
所
〉
彦
根
商
工
会
議
所
（
中
央

町
）
４
階
大
ホ
ー
ル　
〈
費
用
〉
高

校
生
以
上　

千
円
、
中
学
生
以
下　

５
０
０
円　
〈
申
込
期
限
〉
９
月

育
て
エ
ン
ジ
ニ
ア
！

親
子
ロ
ボ
ッ
ト
教
室

〈
内
容
〉レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
で
ロ
ボ
ッ

ト
を
組
み
立
て
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら

の
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
動

か
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉▼
ク
ラ
ス

①
10
月
８
日
、
11
月
12
日
、
12
月

10
日
、
平
成
29
年
１
月
14
日
、
２

月
18
日　

▼
ク
ラ
ス
②
10
月
22
日
、

11
月
26
日
、12
月
24
日
、平
成
29
年

１
月
28
日
、
２
月
25
日　

い
ず
れ

も
土
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
～
同

３
時
30
分　
〈
場
所
〉
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
会
議

室
（
平
田
町
）　
〈
対
象
〉
小
学
４
～

６
年
生
と
そ
の
保
護
者　
〈
定
員
〉 

各
ク
ラ
ス
親
子
10
組　

※
申
込
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
で
受
講
生
を

決
定
し
て
通
知
し
ま
す
。　
〈
費

用
〉 

５
千
円
（
全
５
回
分
）　
〈
申
込

期
限
〉
９
月
30
日
㈮
（
必
着
）　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」

（
〒
５
２
２-

０
０
４
１　

平
田
町
６
７

０
）
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番　

※
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
①

受
講
希
望
ク
ラ
ス
②
名
前
、
ふ
り

が
な
（
親
子
）
③
学
校
名
・
学
年
④

郵
便
番
号
⑤
住
所
⑥
電
話
番
号
⑦

（
あ
れ
ば
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
、
返
信

の
表
に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏

名
を
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

おいしが・うれしが電車
自然がおいしい、心がうれしい。電車のひととき。

滋賀県産食材を使ったプレミアム御膳を車内で味わいます。
また、いくつかの停車駅では、地域の特産品の試食などを楽し
むことができます。

日時　10 月 22 日㈯、同 23 日㈰
　　　いずれも米原駅 12：09 発　貴生川駅 14：44 着
定員　各 72 人（予約受付順）
価格　3,900 円（税込）（近江鉄道１日乗車券と、お弁当・デザート

を含む）

予約開始日　9 月 5 日㈪ 10：00
予約申込先　近江鉄道株式会社鉄道部運輸課
　☎ 22-3303（平日 8：30 〜 17：00）

１
日
㈬
～
10
月
20
日
㈭
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会

文
化
振
興
室
（
〒
５
２
２-

０
０
５
５ 　

野
瀬
町
１
８
７-

４
）
☎
23-

７
８
１

０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

※
は
が
き
に
①
住
所
②
氏
名
（
小
・

中
学
生
は
学
校
名
、学
年
も
）
③
フ
リ

ガ
ナ
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
⑥
参
加

ク
ラ
ス
を
書
い
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
な
お
、
は
が
き
１
枚
に

つ
き
申
込
者
は
１
人
で
す
。

第
30
回
彦
根
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

〈
内
容
〉
大
会
当
日(

11
月
13
日
㈰)

、

大
会
運
営
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
。　
〈
業
務
内
容
〉

走
路
員
（
交
通
整
理
）　
〈
そ
の
他
〉

ス
タ
ッ
フ
に
は
役
員
帽
子
を
渡
し

ま
す
。
大
会
当
日
、
現
地
で
業
務

説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、
集
合
時

間
ま
で
に
来
て
く
だ
さ
い
。
集
合

時
間
、
場
所
な
ど
は
、
後
日
文
書

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

〈
申
込
期

間
〉
９
月
１
日
㈭
～
10
月
３
日

㈪　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

彦
根
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局

（

教
育
委
員
会
保
健
体
育
課
内
）
☎

24-

７
９
７
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番　

※
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

近江鉄道沿線地域活性化協議会

同会では、県、近江鉄道沿線の市
町、近江鉄道株式会社が連携して、
近江鉄道の魅力を再発見して、新し
い観光資源を発掘・創出します。
問い合わせ先　 交通対策課☎30-

6134、FAX24-5211

◀︎
プ
レ
ミ
ア
ム
御
膳
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第
67
回（
平
成
29
年
度
）彦
根
市

春
の
文
化
祭
協
賛
事
業

〈
対
象
事
業
〉
平
成
29
年
４
月
１

日
㈯
～
７
月
2
日
㈰
に
開
催
さ
れ

る
展
示
・
発
表
な
ど　
〈
対
象
団

体
〉
彦
根
市
内
の
文
化
芸
術
団

体
、
社
会
教
育
関
係
団
体
、
ま
た

は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
団
体
で
、
過

去
に
市
内
外
で
展
示
・
発
表
な
ど

の
活
動
実
績
が
あ
る
団
体　
〈
協

賛
事
業
に
な
る
利
点
〉
①
後
援
名

義
が
使
用
で
き
、
事
業
の
チ
ラ
シ

な
ど
に
、「
後
援
：
彦
根
市
・
彦

根
市
教
育
委
員
会
」
と
表
示
で
き

ま
す
。
②
広
報
ひ
こ
ね
、
文
化
祭

ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
よ
り
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
す
。　
〈
申
込
上
の
注
意
〉

申
込
期
間
中
に
、
申
込
書
、
暴
力

団
排
除
に
か
か
る
誓
約
書
兼
同
意

書
の
ほ
か
、
申
込
書
に
記
載
の
そ

の
他
、
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。　
〈
申
込
書
・
募
集
要

項
配
布
場
所
〉
ひ
こ
ね
市
文
化
プ

ラ
ザ
、
市
民
会
館
１
階
受
付
、
市

役
所
１
階
総
合
案
内
、
支
所
、
各

出
張
所
、
各
地
区
公
民
館
、
高
宮

地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
、
み
ず
ほ
文

化
セ
ン
タ
ー
、
市
民
体
育
セ
ン

タ
ー
な
ど　
〈
申
込
期
間
〉
９
月

23
日
㈮
～
11
月
４
日
㈮　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会

文
化
振
興
室
☎
23-

７
８
１
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

表
彰
し
ま
す

事
業
所
の
優
良
従
業
員

〈
内
容
〉
彦
根
市
と
彦
根
商
工
会

議
所
・
稲
枝
商
工
会
で
は
、
彦
根

市
や
近
隣
地
域
の
事
業
所
に
勤
務

す
る
従
業
員
の
う
ち
、
本
市
産
業

の
発
展
に
尽
力
し
、
そ
の
功
績
が

特
に
顕
著
な
人
を
表
彰
し
ま
す
。　

〈
対
象
〉
事
業
所
統
計
調
査
に
用

い
る
産
業
大
分
類
の
う
ち
、
鉱
業
、

建
設
業
、
製
造
業
、
卸
・
小
売
業
、

金
融
・
保
険
業
、
不
動
産
業
、
運

輸
業
、
情
報
通
信
業
、
電
気
・
ガ

ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
に
従
事
す
る
雇
用
保
険
の
被

保
険
者　

※
家
族
従
業
員
、
法
人

の
役
員
、
過
去
に
こ
の
表
彰
を
受

け
た
こ
と
の
あ
る
人
は
除
き
ま

す
。　
〈
表
彰
基
準
〉
勤
続
年
数

が
15
年
以
上
の
人
で
、
企
業
の
振

興
に
寄
与
す
る
な
ど
表
彰
に
値
す

る
人　
〈
被
表
彰
候
補
者
の
選
出

方
法
〉
事
業
所
の
推
薦
に
よ
り
ま

す
。　
〈
申
込
期
限
〉９
月
23
日
㈮

（
必
着
）　
〈
表
彰
式
〉
11
月
18
日
㈮　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

地
域

経
済
振
興
課
☎
30-

６
１
１
９
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番
、
彦
根

滋
大
祭

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

〈
日
時
〉
11
月
５
日
㈯
・
同
６
日

㈰　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
午

前
９
時
受
付
）　
〈
場
所
〉
滋
賀
大
学

経
済
学
部
（
馬
場
一
丁
目
）（
雨
天
時

は
体
育
館
の
み
） 〈
出
店
料
〉
１
区

画
（
屋
内
外
）
５
０
０
円　

両
日
７

０
０
円（
１
ブ
ー
ス
３
メ
ー
ト
ル
×
３

メ
ー
ト
ル
）※
１
店
舗
に
つ
き
２
区

画
ま
で  

〈
出
店
数
〉
１
１
０
区
画

（
屋
内
60
区
画
、屋
外
50
区
画
。
先
着
順

で
す
が
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
受
付
も

行
い
ま
す
）　
〈
申
込
期
限
〉９
月
30

日
㈮　
〈
そ
の
他
〉　

詳
し
い
内
容

は
、
申
込
時
や
送
付
資
料
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
後
日
連
絡
し
ま

す
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

滋
大
祭
実
行
委
員
会
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
担
当
（
〒
５
２
２-

８
５
２
２

　

馬
場
一
丁
目
１-

１
）
☎
27-

１
１

３
７
番
▼
郵
便
申
込
①
郵
便
番
号
、

住
所
②
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
電
話

番
号
④
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
⑤
出
店

日
⑥
希
望
会
場
（
屋
内
か
屋
外
）
⑦

区
画
数
⑧
駐
車
場
（
１
区
画
１
台
）

の
要
否
⑨
出
店
内
容
⑩
お
お
よ
そ

の
販
売
価
格
を
記
入
し
て
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
申
込
（
24
時
間
受
付
）　

滋
大
祭
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

http://shidaisai50th.m
ain.

jp/小
・
中
学
生
対
象

彦
根
マ
イ
☆
（
ス
タ
ー
）

〈
内
容
〉
家
庭
で
の
自
主
学
習
や
、

継
続
し
て
い
る
取
り
組
み
を
表
彰

し
ま
す
。  

〈
対
象
〉 

市
内
在
住
の

小
・
中
学
生
〈
部
門
〉
①
マ
イ
☆

１　

家
庭
で
の
自
主
勉
ノ
ー
ト
部

門　

②
マ
イ
☆
２　

ず
っ
と
続
け

て
が
ん
ば
っ
て
い
る
部
門　
〈
提

出
物
〉
①
自
主
勉
強
ノ
ー
ト
１
冊

②
成
果
が
わ
か
る
も
の
。
ノ
ー
ト
、

映
像
、
作
品
な
ど
。　
〈
応
募
期

限
〉
12
月
15
日
㈭
（
必
着
）　
〈
問
い

合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
（
〒
５
２
２-

０
０
０
１　

尾

末
町
１-

38
）
☎
24-

７
９
７
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番　

※
提

出
す
る
ノ
ー
ト
や
作
品
物
な
ど
に
、

①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
④
学

校
名
⑤
学
年
⑥
応
募
部
門
を
記
入

し
た
応
募
票
を
添
付
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
応
募
票
は
各
学
校

で
も
ら
う
か
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

く
だ
さ
い
。

商
工
会
議
所
（
中
央
町
）
☎
22-

４

５
５
１
番
、
稲
枝
商
工
会
（
稲
部

町
）☎
43-

２
２
０
１
番　

※
推
薦

用
紙
は
、
各
申
込
先
に
あ
る
ほ
か
、

彦
根
市
、
彦
根
商
工
会
議
所
、
稲

枝
商
工
会
の
各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

「
彦
根
城
博
物
館
友
の
会
」会

員
【
平
成
28
年
度
後
期
】

〈
内
容
〉博
物
館
を
よ
り
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る「
友
の
会
」に

入
会
し
て
、
歴
史
・
文
化
と
の
出

会
い
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。　
〈
年

会
費
〉
一
般
会
員
千
円
（
高
校
生
は

５
０
０
円
）、
ジ
ュ
ニ
ア
会
員
（
小
・

中
学
生
）
２
５
０
円
、
賛
助
会
員

１
口
以
上
（
１
口
は
１
万
円
）　
〈
入

会
す
る
と
〉
①
会
員
証
の
提
示
で

彦
根
城
博
物
館
の
展
示
が
観
覧
で

き
ま
す
。（
賛
助
会
員
は
１
度
に
10
人

ま
で
観
覧
で
き
ま
す
）
②
「
友
の
会

ニ
ュ
ー
ス
」「
博
物
館
だ
よ
り
」

な
ど
が
送
付
さ
れ
ま
す
。 

③「
友

の
会
」
主
催
の
講
演
会
や
現
地
研

修
な
ど
に
参
加
で
き
ま
す
。 

〈
会

員
期
間
〉
10
月
１
日
～
平
成
29
年

３
月
31
日　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
彦
根
城
博
物
館
友
の
会
事

務
局
（
中
野
さ
ん
）
☎
47-

５
７
８

７
番　

※
博
物
館
受
付
に
あ
る
入

会
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

会
費
を
添
え
て
、
受
付
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
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▶出場者
〈対象〉中学生以上の原則、アマチュアの人（小学生
は出場不可。中学生は保護者の同伴が必要）で、11月12
日㈯予選会、同 13日㈰の本選に出場できる人　〈定
員〉250 組　〈応募期限〉9月23日㈮（必着）　〈そ
の他〉応募は１人（１組）１通に限り、グループで申
し込む場合は、出場者全員の名前・年齢などを書い
て、代表者が申し込んでください。応募者多数の場
合は選出します。詳細は、ＮＨＫ大津放送局のホー
ムページ（http://nhk.jp/otsu）でご確認ください。　〈応
募・問い合わせ先〉ＮＨＫ大津放送局「ＮＨＫのど
自慢」出場係（〒 520-0806　大津市打出浜３-30）☎
077-522-5101（祝日を除く、月〜金曜日　10：00〜
18：00）　※往復はがきの往信の裏面に①郵便番号
②住所③名前（ふりがな）④年齢⑤性別⑥電話番号⑦
職業（学生は部活動なども書いてください）⑧歌う曲名と

その歌手名⑨選曲理由を、返信の表面にも郵便番号、
住所、名前をそれぞれ書いて送付してください。
▶観覧者

〈応募期限〉10月3日㈪（必着）　〈その他〉当選はが
き１枚で２人まで入場できます。応募者多数の場合
は抽選します。　〈応募・問い合わせ先〉ひこね市文
化プラザ「ＮＨＫのど自慢」観覧係（〒 522-0055　
野瀬町 187-4）☎ 26-8601　※往復はがきの往信の
裏面に①郵便番
号②住所③名前
④電話番号、返信
の表面にも郵便
番号、住所、名前
をそれぞれ書い
て送付してくだ
さい。　　

▲出演予定の藤あや子（左）、RADIO FISH

人
権
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

と
も
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
　
ひ
こ
ね

「
外
国
人
の
人
権
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
講
演
会
や
各
種
展
示
、
体
験
ブ
ー
ス
や
模
擬
店
な
ど

の
に
ぎ
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時　

９
月
22
日
（
木
・
祝
）　

午
前
９
時
50
分

～
午
後
４
時
（
開
場
・
午
前
９
時
）

場
所　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
（
野
瀬
町
）

９月は
同和問題
啓発強調月間

市と県では、部
落差別について正
しい理解と認識を
深めて、差別の解
消に向けて主体的
な行動につながる
ように啓発事業を
行っています。

■
エ
コ
ー
ホ
ー
ル

▼
カ
ポ
エ
イ
ラ
体
験
（
午
前
10

時
30
分
）

▼
講
演
会
（
午
後
２
時
15
分
）

　
「
外
国
人
の
人
権
～
多
文
化

共
生
を
目
指
し
て
～
」　

講
師　

仲
尾 

宏
さ
ん
（
京
都
造

形
芸
術
大
学
客
員
教
授
）

■
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
・
ロ
ビ
ー

▼
啓
発
・
体
験
・
販
売
コ
ー
ナ
ー

　

点
字
体
験
、
ま
っ
く
ら
カ
フ
ェ
、
盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー

と
の
ふ
れ
あ
い
、　

ミ
ニ
手
話
教
室
な
ど

■
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
・
円
形
広
場

▼
展
示
・
体
験
・
販
売
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課

　

☎
30-

６
１
１
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
７
７
番

▲カポエイラ

11 月 13 日㈰（予選は 11 月 12 日㈯）
ＮＨＫのど自慢　出場者・観覧者　募集　会場　ひこね市文化プラザ

滋
賀
県
主
催
事
業

場
所　
　

グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル

時
間

午
前
９
時
50
分
～

午
後
４
時
（
開
場
午
前

９
時
30
分
）

　

▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
合
唱
・
開
会
式
典

▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
ス
ポ
ー
ツ
と
人
権
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

二に
の

宮み
や　

清せ
い

純じ
ゅ
んさ
ん

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
ア
ス
リ
ー
ト
や
サ

ポ
ー
ト
に
携
わ
る
人
々
と
一
緒
に
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
人
権
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

▼
ほ
か
に
手
話
ソ
ン
グ
、
映
画
上
映
あ
り
。

15 2016・9・1

彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427

消
防
本
部
で
は
、彦
根
市
、犬

上
郡
で
今
年
１
月
か
ら
６
月
末

（
以
下
、上
半
期
）
ま
で
に
発
生
し
た

火
災
・
救
助
・
救
急
事
故
の
状
況

を
統
計
に
ま
と
め
て
公
表
し
ま
し

た
。

■
火
災
概
要

上
半
期
中
の
火
災
件
数
は
30

件
で
、
前
年
の
同
期
と
比
べ
７
件

増
加
し
て
い
ま
す
（
表
１
）。

火
災
件
数
の
内
訳
は
「
建
物
火

災
」
が
16
件
と
全
火
災
の
約
53
％

を
占
め
て
お
り
、「
車
両
火
災
」
が

２
件
、「
そ
の
他
の
火
災
」
は
12
件

に
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
の
主
な
出
火
原
因
は
、「
放

火
」
が
８
件
、「
た
き
火(

ご
み
焼

却
な
ど
を
含
む)

」
と
「
た
ば
こ
」
が

４
件
な
ど
で
す
。

■
救
助
・
救
急
概
要

救
助
出
場
件
数
は
28
件
で
、
救

助
隊
が
活
動
し
た
件
数
は
16
件
で

す
（
表
２
）。
出
場
件
数
の
内
訳
は
、

「
そ
の
他
の
事
故
」が
12
件
で
全
救

助
出
場
件
数
の
約
43
％
を
占
め
て

お
り
、「
交
通
事
故
」
８
件
、「
水

難
事
故
」
４
件
、「
火
災
」
３
件
な

ど
で
す
。

救
急
出
場
件
数
は
２
、
８
１
１

件
で
、
前
年
同
期
と
比
べ
10
件
の

減
少
と
な
っ
て
ま
す
（
表
３
）。
こ

れ
は
、
１
日
平
均
約
16
件
の
割
合

で
救
急
車
が
出
場
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

救
急
車
に
よ
り
搬
送
さ
れ
た
人

は
２
、
６
１
１
人
で
、
前
年
同
期

に
比
べ
４
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

救
急
医
療
と
救
急
業
務
の
正
し

い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、毎
年
９
月
９
日
を「
救

急
の
日
」
と
し
、
こ
の
日
を
含
む

１
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」（
９

月
４
日
㈰
～
同
10
日
㈯
）
と
定
め
、救

急
医
療
の
普
及
啓
発
運
動
が
全
国

９
月
９
日
は

「
救
急
の
日
」

危険物取扱者試験（乙種第4類）
予備講習会

日時　９月 25 日㈰ 9：00 〜 17：
00

場所　消防本部（西今町）大会議室
定員　72 人（先着順）

受講料　5,000 円（彦根防火保安協会
会員事業所は 3,000 円 ) ※テキスト
代別

申込期間　9 月 1 日㈭〜同 23 日㈮
8:30 〜 17:15

申込・問い合わせ先　彦根防火保安
協会事務局 ( 消防本部消防総務課

内 ) ☎ 22-0314、FAX22-9427

平
成
28
年
上
半
期

火
災
・
救
助
・
救
急

事
故
の
発
生
状
況

　

火災件数       30

　建物火災    16

　林野火災      2

　その他の火災 12

火災原因

第１位　放火　　8

第２位　たばこ　
4

　　　　たき火

第３位　その他　
3

　　　　不明

死者               2  

負傷者            6 

表２　救助

出場件数       28 

　火災            3 

　交通事故      8

　水難事故      4

　自然災害      1

　その他の事故  12 

活動件数       16 

救助人員       16

表３　救急

出場件数  2,811

　火災          10

　水難            4

　交通事故  267

　労働災害    26

　運動競技    20

　一般負傷  446

　加害          13

　自損行為    39

　急病     1,868

　その他    
 
118

搬送件数  2,567

搬送人員  2,611

表1　火災

（件）

的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

急
病
や
交
通
事
故
な
ど
の
救
急

事
故
が
発
生
し
た
と
き
、
救
急
隊

が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
、

そ
の
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
適

切
な
応
急
手
当
を
速
や
か
に
実
施

す
る
こ
と
で
、
傷
病
者
が
救
命
さ

れ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

応
急
手
当
に
関
す
る
正
し
い
知

識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、
尊
い
命

を
救
い
ま
し
ょ
う
。

消
防
本
部
で
は
、
年
間
を
通

じ
「
応
急
手
当
」
を
身
に
つ
け
て

い
た
だ
く
た
め
、
救
命
講
習
会
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
応
急
手

当
の
方
法
や
救
命
講
習
会
な
ど
に

つ
い
て
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
警

防
課
☎
22-

０
３
３
７
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

９
４
２
７
番

●
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主催 ： 彦根市 ・ 彦根市教育委員会
問い合わせ先　　教育委員会文化振興室☎23-7810、FAX21-3080

行　　　　　　　　　　　　　事 期　　　　間 時　　　　　間 会　　　　場 入場料
開国記念館特別展示「NAOSUKE・直弼・なおすけ　－近現代の中の井伊直弼－」
滋賀県立大学能楽部　第二十一回「淡海能」
彦根おやこ劇場　第107回例会低学年・幼児例会「たっちゃんの紙芝居ライブ」
い な え 少 年 少 女 合 唱 団 定 期 演 奏 会
第 3 0 回 み ず え の 会 　 水 彩 画 展
彦 根 城 博 物 館 　 第 5 0 回 彦 根 城 能
ひこね演劇鑑賞会　第92回例会　横濱短篇ホテル　劇団青年座公演
彦根城博物館　リンボウ先生に学ぶ能の世界（公演とワークショップ）
第4回彦根亭落語会　桂米團治・桂吉弥　二人会
全日本写真連盟滋賀県本部　第24回彦根支部写真展

期間中開催
9月3日㈯
9月3日㈯
9月4日㈰

9月9日㈮～11日㈰
9月10日㈯
9月19日（月・祝）
9月22日（木・祝）
9月25日㈰

9月28日㈬～10月2日㈰

8：30～17：00（入館は16：30まで）
14：00
14：00

13：30（開場13：00）
9：30～16：30（11日は16：00まで）
15：30（開場15：00）
18：30（開場18：00）
14：00（開場13：30）
14：00（開場13：30）

10：00～17：00（2日は16：00まで）

開 国 記 念 館
彦根城博物館・能舞台
南 地 区 公 民 館
みずほ文化センター・多目的ホール
市 民 会 館・ギ ャ ラ リ ー
彦根城博物館・能舞台
文化プラザ・グランドホール
彦根城博物館・能舞台
文化プラザ・エコーホール
市 民 会 館・ギ ャ ラ リ ー

無料
無料
会員制
無料
無料
有料
会員制
無料
有料
無料

秋の
　文化祭
秋の
　文化祭

　
　

会
期　

９
月
11
日
㈰
〜
同
18
日
㈰　

※
12
日
㈪
は
休
館

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

会
場　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
（
野
瀬
町
）

入
場
料　

無
料

展
示
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、 

美
術
工
芸
、
書
、

写
真

　

市
展
で
は
、
彦
根
市
と
近
隣
市
町
の
皆
さ
ん
か
ら
公
募
し
た

作
品
の
中
か
ら
、
審
査
を
経
た
力
作
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～
美
術
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ

～
」
と
称
し
、
期
間
中
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
、
美
術
と
音
楽
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

■
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト　

日
時　

９
月
11
日
㈰
午
後
２
時

会
場　

エ
コ
ー
ホ
ー
ル

出
演　

東
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
彦
根
東
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
、

ス
カ
ー
レ
ッ
ト
・
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

■
ウ
エ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
＆
表
彰
式
・
作
品
講
評
会　

日
時　

９
月
17
日
㈯
午
前
９
時
10
分

会
場　

エ
コ
ー
ホ
ー
ル

出
演　

歌
声
倶
楽
部
ら
・
ら
・
ら

■
会
場
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

９
月
18
日
㈰
午
後
２
時

会
場　

メ
ッ
セ
ホ
ー
ル

出
演　

紫
む
ら
さ
き

会か
い（

彦
根
箏
曲
連
盟
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
振
興
室
☎
23-

７
８
１

０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０

第9回　
鳥居本宿場まつり

鳥居本中山道一帯でイベントを行い
ます。佐和山城城下の歴史探索ウォーク
や大道芸、地元の特産品の販売など盛り
だくさんの内容です。

講演会では、石田三成と佐和山城にま
つわる講演を歴史の専門家がお話しま
す。
日 時　10 月 2 日 ㈰　9：30 〜 15：

00
場所　中山道鳥居本宿街道一帯（鳥居本町）

問い合わせ先　鳥居本お宝発見隊事務
局（サンライズ出版㈱）☎ 0749-22-
0627

第
65
回
彦
根
市
美
術
展
覧
会

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
〜
美
術
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
〜▲昨年のオープニングコンサートの様子

17 2016・9・1

催し物 ※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://www.city.hikone.shiga.jp/bfmap/）

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

街 中 サ ロ ン 9月14日㈬、同24日㈯
10：00～15：00

㈱川地工務店「minto」
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害や発達障害のある人やその家族が、悩みなどを話して情
報交換をする場です。気軽に集まり、みんなで交流しましょう。
NPO法人彦根育成会☎24-8624、ＦＡX49-3656

彦根市精神障害者家族会
「 集 ま ろ う 会 」

9月20日㈫
13：30～16：00

　障害者福祉センター
（ 平 田 町 ）

精神障害者の家族が集まり、情報交換や学習会をします。
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

ひこねエコマーケット
「 夢 畑 」

9月11日㈰
10：00～14：00

「リユース・リサイクル品」の中から、欲しいもの、掘り出
し物を見つけてください。※雨天中止
　生活環境課☎30-6116、FAX27-0395

大 手 前 公 園
（ 金 亀 町 ）

ウ ィ ズ
お や こ 広 場

9月10日㈯
10：00～11：30

おはなし会を親子で楽しみましょう。
対象：乳幼児とその保護者
　男女共同参画センター「ウィズ」☎・FAX24-3529

 男女共同参画センター
「 ウ ィ ズ 」 会 議 室
（ 平 田 町 ）

茶 問 屋 ショー ゴ の
人 形 劇

9月22日（木・祝）
14：00～

（開場13：30）

みずほ文化センター
ホ ー ル
（ 田 原 町 ）

小さな子どもからお年寄りまで家族で楽しめる人形劇です。
費用：前売500円　当日600円（全席自由）
販売所：アル・プラザ彦根、ビバシティ彦根、ひこね市
文化プラザほか

みずほ文化センター☎43-8111、FAX43-8112

保育所・認定こども園
就職フェア2016

9月25日㈰
13：00～16：00

県内保育所の保育内容や採用情報、働く保育士の声などを
直接聞くことができます。
対象：学生、一般求職者
一般社団法人滋賀県保育協議会
☎077-516-9090、FAX077-521-2117

ビ バ シ テ ィ 彦 根
2階ビバシティホール
（ 竹 ヶ 鼻 町 ）

ひ こ ね で 朝 市 9月18日㈰
8：00～12：00

滋賀県護国神社境内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、醤油、湖魚料理などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、Eメール hikonedeasaichi55@gmail.com

第1回湖東・湖北地域
障害者就職面接会

9月29日㈭
13：00～15：30

彦根・長浜・東近江の各公共職業安定所が合同で開催する
障害のある人を対象にした就職面接会です。持ち物など、
詳細は下記に連絡ください。
ハローワーク彦根☎22-2500、FAX26-5186

ビ バ シ テ ィ 彦 根
2階ビバシティホール
（ 竹 ヶ 鼻 町 ）

図書館100年の
あ ゆ み 展

9月3日㈯～同17日㈯
8：30～17：15

西 地 区 公 民 館
（ 本 町 一 丁 目 ）

図書館創設から現在に至るまで、100年のあゆみを懐かし
い写真などを通して紹介します。
市立図書館☎22-0649、FAX26-0300

9月13日㈫
13：30～15：30

く す の き セ ン タ ー
2階医療福祉推進ルーム
（市立病院敷地内）

介護家族のつどい
「 ほ っ こ り 」

認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共有
したり、情報交換などをする会です。気軽にご参加ください。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870

介護家族のつどい
「ほっこり・らぶ」

若年認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共
有したり、情報交換などをする会です。気軽にご参加ください。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870

元気21歩こう会 9月21日㈬
9：00～10：30

集 合 場 所 ：
旭 森 地 区 公 民 館
（ 正 法 寺 町 ）

金毘羅宮の三本杉をめざして歩きましょう。
費用：100円（保険代など）
「ひこね元気クラブ21」事務局（　健康推進課内）
☎080-2944-4281、FAX24-5870　

在 宅 で の 療 養 や
看 取 り を 考 え る 会
花 か た ば み の 会

9月17日㈯
14：00～16：00

く す の き セ ン タ ー
2階医療福祉推進ルーム
（市立病院敷地内）

「身近な人に囲まれて自宅で最期を迎えたい」と願う人や介
護をする人の相談、情報交換などを行います。
費用：200円（茶菓子代）
訪問看護ステーションふれんず☎49-2531、FAX49-2532

TSUKEMEN 
L I V E 　 2 0 1 6

10月10日（月・祝）
15：00～

（開場14：30）

みずほ文化センター
ホ ー ル
（ 田 原 町 ）

ヴァイオリンとピアノで生音にこだわった公演を開催してい
る国内外で人気のユニットです。
費用：3,500円（指定席）　定員：400人
販売所：アル・プラザ彦根、ビバシティ彦根、ひこね市
文化プラザほか

みずほ文化センター☎43-8111、FAX43-8112

彦 根 城
樹木ウォッチング

9月4日㈰
9：00～12：00

彦根城の樹木やオニバスなどを観察します。
※天候により中止する場合があります。
持ち物：筆記用具・雨具　費用：100円
彦根自然観察の会（担当：渡邊さん）☎28-3867

集 合 場 所 ：
彦 根 城 黒 門 前
（ 金 亀 町 ）

彦根市の地域医療を守る会
勉強会「新たな救急救
命 処 置 に つ い て 」

9月24日㈯
10：00～11：30

彦根市消防本部の救急の現状と救急救命士の処置拡大に
ついてお話しします。
費用：100円
彦根市の地域医療を守る会（川村さん）☎・FAX24-6300

市 立 病 院
医 療 情 報 セ ン タ ー
（ 八 坂 町 ）
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第241回

狂
言
は
、
能
と
同
じ
く
、
平
安
時
代
か

ら
鎌
倉
時
代
に
行
わ
れ
た
、
滑こ

っ

稽け
い

な
物
ま

ね
芸
で
あ
る
猿さ

る

楽が
く

を
源
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
猿
楽
の
特
徴
で
あ
る
滑
稽
芸
を
洗

練
さ
せ
、
お
か
し
み
の
あ
る
台せ

り

詞ふ

と
し
ぐ

さ
に
よ
っ
て
、
中
世
庶
民
の
日
常
の
中
の

笑
い
を
巧
み
に
表
現
し
た
芸
能
、
そ
れ
が

狂
言
で
す
。
南
北
朝
時
代
に
は
、
既
に
独

立
し
た
芸
能
と
し
て
成
立
し
て
い
た
こ
と

が
文
献
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
能
は
、
室
町
時
代
初
期
に
世ぜ

阿あ

弥み

（
１
３
６
３
？
～
１
４
４
３
？
）
に
よ
っ

て
大
成
さ
れ
ま
し
た
。
狂
言
と
は
対
照
的

に
、
猿
楽
の
滑
稽
芸
的
要
素
を
ふ
る
い
落

と
し
、
謡う

た
い

や
舞ま

い

に
よ
っ
て
、
古
典
文
学
を

題
材
と
し
た
幽ゆ

う

玄げ
ん

の
世
界
を
表
し
て
い
ま

す
。
と
も
に
同
じ
猿
楽
か
ら
生
ま
れ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
狂
言
と
能
は
、
一
方
が
笑

い
を
、
一
方
が
幽
玄
を
旨
と
す
る
対
照
的

な
芸
能
な
の
で
す
。

さ
て
、
狂
言
は
、
基
本
的
に
面
を
か
け

な
い
直ひ

た

面め
ん

で
演
じ
ら
れ
ま
す
が
、
神
仏
や

鬼
、
植
物
や
動
物
の
霊
、
亡
霊
な
ど
の
直

面
で
は
演
じ
に
く
い
役
と
、
老
人
、
老
女
、

お
多
幅
顔
の
女
な
ど
の
役
で
は
、
狂
言
専

用
の
面
を
用
い
ま
す
。
こ
の
狂
言
面
の
種

類
は
約
30
。
老ろ

う

体た
い

面め
ん

、
女に

ょ

体た
い

面め
ん

、
男な

ん

体た
い

面め
ん

と
、
鬼
な
ど
を
表
す
異い

相そ
う

面め
ん

、
猿
や
狐
な

ど
の
畜ち

く

類る
い

面め
ん

、
神
仏
を
表
す
仏ぶ

っ

体た
い

面め
ん

の
六

つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

「
祖お

お

父じ

」（
写
真
①
）
は
老
体
面
の
一
つ
。

百
歳
を
超
え
る
よ
う
な
老ろ

う

爺や

の
役
で
使
用

し
ま
す
。
高
齢
の
老
人
の
顔
を
写
し
た
面

で
、
そ
の
顔
は
左
右
の
均
衡
が
や
や
く
ず

れ
、
額
や
頬
に
は
深
い
皺し

わ

が
よ
り
、
薄
く

開
い
た
口
元
か
ら
ま
ば
ら
な
三
本
の
歯
が

覗
い
て
い
ま
す
。
老
翁
を
表
す
能
面
・
尉

じ
ょ
う

が
、
バ
ラ
ン
ス
の
整
っ
た
顔
立
ち
で
、
眉

根
を
寄
せ
、
厳
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
表
情

で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
祖
父
」
に
は
そ

の
様
な
強
さ
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
自
分

の
身
近
に
い
る
お
じ
い
さ
ん
の
様
な
、
気

取
ら
な
い
親
し
み
や
す
さ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
武ぶ

悪あ
く

」（
写
真
②
）
は
、
異
相

面
に
分
類
さ
れ
る
、
鬼
や
閻え

ん

魔ま

を
表
す
面

で
す
。
大
き
な
鼻
に
ぎ
ょ
ろ
り
と
し
た

眼
。
食
い
し
ば
っ
た
歯
を
剥む

き
出
し
に
し

た
、
一
見
、
厳い

か

つ
い
印
象
を
与
え
る
面
で

す
が
、
瞼ま

ぶ
た

は
腫は

れ
ぼ
っ
た
く
覆
い
被
さ
り
、

口
角
の
上
が
っ
た
口
元
は
ま
る
で
に
や
り

と
笑
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
、
恐
ろ
し

さ
よ
り
も
、
む
し
ろ
愛
嬌
を
感
じ
さ
せ
ま

す
。こ

の
よ
う
な
親
近
感
や
ユ
ー
モ
ア
に
あ

ふ
れ
る
造
形
が
、
狂
言
面
の
特
徴
で
す
。

そ
れ
は
、
端
正
な
造
形
の
能
面
と
は
ま
た

違
っ
た
、
笑
い
を
旨
と
す
る
狂
言
に
用
い

る
面
な
ら
で
は
の
魅
力
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
狂
言
は
演
目
の
内
容
の
面
白
さ
に
興

味
が
向
き
が
ち
で
す
が
、
舞
台
を
御
覧
に

な
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
面
な
ど
の
道
具
に
も

注
目
し
て
下
さ
い
。

　
（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

茨
木
恵
美
）

狂
言
の
面  

親
し
み
や
す
さ
と
愛あ

い
　
き
ょ
う

嬌
と

写
真
の
作
品
は
、
テ
ー
マ
展
「
井
伊

家
伝
来　

狂
言
の
面
と
装
束
」
で
９

月
２
日
㈮
〜
同
27
日
㈫
展
示
し
ま

す
。（
期
間
中
無
休
）

▶︎
写
真
①
　
狂
言
面
　
祖
父

▶︎
写
真
②
　
狂
言
面
　
武
悪
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チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。http://bunpla.jp/

常

　設

　展

　示

　の

　名

　品

開館時間　８：30～17：00（入館は16：30まで）

URL   http://hikone-castle-museum.jp/

チ

　ケ

　ッ

　ト

　発

　売

　情

　報

ほ
会

ほ
会

んもの”
“

いの出と

企

画

展

テ
ー
マ
展

◀
マ
リ
ア
・

　モ
ッ
テ
ン
ソ
ン

▲摺針暁景図　佐竹永海筆

◀
ラ
イ
マ
・

　ヤ
ン
ソ
ー
ネ

©Wataru Nishida

撮
影

　下
坂
敦
俊

【各公演　発売初日の予約の取り扱い】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

◎表記のチケット価格は、すべて税込価格です。
◎高齢者は65歳以上です。ペア券、学生、高齢者、障害者のチケットは
ひこね市文化プラザチケットセンター窓口のみの販売となります。

◎託児は、子ども1人1,000円です。公演の10日前までにお申し込み
ください。※クラシックギモン解明！入門講座は12月28日㈬まで。

ギャラリートーク 　
10月1日㈯　11：00～11：30、14：00～14：30
※事前申込：不要　場所：展示室1

観覧料が必要

『新古今和歌集』中の、結びの句が「秋の夕暮」の３首、つ
まり寂蓮、西行、藤原定家作の３首の和歌をさして「三夕の和
歌」と呼びます。本作品は、華やかに装飾された色紙に江戸
時代の公家３人がしたためたものです。

常設展示「“ほんもの”と
の出会い」では、譜代大名
筆頭・井伊家に伝来した名
宝を中心に80点あまりを
展示しています。

-常設展示の名品-

9月の休館日　5日㈪、12日㈪、20日㈫、26日㈪

10月23日㈰まで　三夕和歌色紙

　クラシック初心者のための入門講座です。講座の後半には、
講師とゲストによるスペシャルコンサートも開催します。

9月28日㈬、29日㈭は、展示替えのため一部を閉室します。

12月10日㈯ 18：00　メッセホール
北欧・バルト　大地のクリスマス
　北欧・バルトエリアで最も注目を集めるふたりの女性。
北欧の冬の音楽を美しい映像と共にお届けします。
出演：ラップランド、ヨイクの歌姫「マリア・モッテンソン」
　　 ラトヴィア若き伝統の継承者「ライマ・ヤンソーネ」

指定

指定

お待ちかねの劇団四季が今年もやってきます！
今年は劇団四季が大きく飛躍するきっかけとなった『ウェストサイ

ド物語』。
シェイクスピアの『ロミオとジュリエット』をもとに 1957 年にブ

ロードウェイで生まれたこの作品。舞台設定をニューヨークに移し、
人種差別と偏見の壁に囲まれ、社会から爪弾きにされる若者たちの二
つのグループの対立の中で芽生えてしまった主人公・トニーとヒロイ
ン・マリアの悲しい恋物語。今回の公演では演出を一新し、新たな作
品として生まれ変わります。

【8月27日㈯9：00】
一　般　SS 席 8,000 円、S 席 6,000 円、A 席 5,000 円
高齢者・障害者・学生　SS 席 7,500 円、S 席 5,500 円、
A席4,700円　

【8月21日㈰9：00】
友の会　SS席 7,200 円、S席 5,400 円、A席 4,500 円
※未就学児は入場いただけません。
※託児サービスがあります。

11月23日（水・祝）17：00　グランドホール

劇団四季　『ウェストサイド物語』

9月2日㈮～同27日㈫　
「井伊家伝来　狂言の面と装束」

おもて しょう　ぞく

狂言は、猿楽の滑稽なものまね芸が洗練されて、鎌倉
時代から室町時代に成立した喜劇です。本展では、能面、
能装束とは異なる、狂言のおかしみのある面や大胆なデ
ザインの装束の魅力を紹介します。

自由

チケット販売について

【9月3日㈯9：00発売】　
　一　般3,000円　ペア5,000円（2枚1組）
　友の会2,700円　友の会ペア4,800円（2枚1組）
※未就学児は入場いただけません。
※託児サービスがあります。

9月30日㈮～10月24日㈪　
「参勤交代と彦根藩領
　‒大名行列を迎えた人 ‒々」
江戸時代の大名は、参勤交代の道中

で領内を通っていく他の大名に対し、
無事に通行できるように気を配ってい
ました。他大名を迎えた彦根藩や宿駅
の住民に注目し、参勤交代がもたらし
た人々のつながりを紹介します。

さ ん せ き わ か

し じ こ

しき　し

2017年1月14日㈯ 14：00　グランドホール
ひこね市民大学特別講座
作曲家・加藤昌則のクラシックギモン解明！入門講座
スペシャルゲスト　ヴァイオリン：奥村愛

【9月24日㈯9：00発売】　
一般 1,500 円　高齢者・障害
者1,300円　学生800円　
【9月17日㈯9：00発売】
友の会1,200円
※未就学児は入場いただけません。
※託児サービスがあります。
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私がまだブラジルの学校で講師をしていた時に、
日本人の生徒から面白いことを言われたことがあり
ます。「ブラジル人って、なんで列に並ぶのが適当な
の？」とのことでした。

ブラジルでは、飲食店で品物を注文する時に、通常
は料金を前払いするので、レジの前に列を作り、並
びます。

しかし、レジでお金を支払った後に、お客さんは
品物を受け取るために並ぶことなくカウンターに集
まります。そこでそれぞれが店員にレシートを提示
し、注文した商品を受け取ります。お店が空いてい
る時は良いですが、お客さんが多い日は、店員に声
をかけないと、注文した品物をなかなか受け取るこ
とができない時もあります。

その光景を見て、日本人の生徒は、「支払う時に並
ぶので、品物を受け取る時でも、列に並んだらいい
のではないか」と不思議に思ったそうです。私はブ
ラジル人の列のマナーに慣れていたので、日本人の
生徒から言われた時は、とても興味深く感じました。

しかし、日本に来た時に、日本人がいつも列に並
んでいることに気づきました。バス停でも、電車の
ホームでも、日本人はいつも列に並んでいます。ま
た、混んでいるお店なのに、人の列がない場合、番

号の名札を渡されて先着順に声を掛けられています。
その光景を見ると、日本の文化では列に並ぶことが
とても大事で、マナーがいい日本人に見習わなくて
はいけないと思いました。

一方、私にとっても、日本人の列に関して驚いた
習慣があります。それは、人気があるお店に入るた
めだったり、何かを買ったりするために、何時間で
も列に並んで待つことです。

ブラジル人は、列を作り、並ぶことをあまり好み
ません。例えば、レストランに入る時に列があった
ら、そのレストランに行くことをやめて、別のレス
トランに行ってしまうブラジル人が多いです。その
ため、長い間、列に並んで待っている日本人の姿を
見ると不思議です。

特に不思議に感じることは、日本人は時間にとて
も厳しいのに、列に並んで長く待ってもあまり気に
していないように見えることです。日本人は時間を
いつも守っているからこそ、時間の節約もできる限
りしようとするのではないかと思いました。

しかし、遅刻をあまり許せない日本の社会でも、
人々がこんなに列で待たされても辛抱ができるのは
とても意外でした。個人的には、列に並んで長く待
つのが大丈夫であれば、他の時でも時間をそんなに
気にせず過ごしたらいいのではないかと感じます。

どのようであっても、列に並ぶことに関しても文
化の違いがあって面白いことだと思います。個人差
もあると思いますが、皆さんはどのぐらい列に並ん
で待っているのでしょうか。

【彦根市国際交流員　ナターリャ】

列に並ぶのが
　　　好きな日本人

ナターリャ
　　の部屋

第27回

ス
プ
レ
ー
缶
は

「
埋
立
ご
み
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ス
プ
レ
ー
缶
の
回
収
は
、
缶
に
穴
を
開
け
、
缶
・

金
属
類
と
し
て
処
分
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
が
、
未
だ
に
、
穴
を
開
け
ず
埋
立
ご
み
と
し
て
出

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

「
埋
立
ご
み
」
に
ス
プ
レ
ー
缶
が
混
ざ
っ
て
い
る

と
、
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
が
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、

ご
み
収
集
車
の
火
災
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
の
処
理
は
、
穴
を
開
け
て
、
缶
・
金

属
類
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
缶
に
穴
を
開
け
る
道
具
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
量
販
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

埋
立
ご
み
も
大
切
な
資
源

埋
立
ご
み
は
、
以
前
は
中
山
投
棄
場
で
埋
立
処
分

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
三
重
県
の
リ

サ
イ
ク
ル
処
理
施
設
に
持
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

同
施
設
で
細
か
く
砕
か
れ
て
、
資
源
と
な
る
金
属

や
燃
料
と
な
る
硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
に
選
別
さ

れ
て
い
き
ま
す
。
ス
プ
レ
ー
缶
の
混
入
を
確
認
し
た

時
点
で
、
穴
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
持
ち
込
ま
れ
た

埋
立
ご
み
全
て
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
止
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ス
プ
レ
ー
缶
が
混
入
し
て
い
る
と
爆
発

の
原
因
に
な
る
か
ら
で
す
。
火
災
事
故
な
ど
の
原
因

と
な
る
ス
プ
レ
ー
缶
の
処
理
を
、
資
源
と
し
て
出
す

時
点
で
正
し
く
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

ス
プ
レ
ー
缶
の
処
理
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９月 4 日㈰〜同 10 日㈯  

 救急医療週間
軽い症状にもかかわらず、夜間や休日などに救急医

療機関を安易に受診することは、重症患者の治療に支
障をきたすおそれがあります。

救急医療を本当に必要としている人のために救急
病院と診療所の役割を理解し、医療機関への適切な受
診をお願いします。

日曜日、祝日の急病のとき、まずは彦根休日急病
診療所へ

彦根休日急病診療所
診療時間　10：00〜19：00（受付は 18：30 まで。昼

休憩があります。）

場所　市立病院敷地内（八坂町）くすのきセンター１階
診療科　内科・小児科

☎２２- １１１９

小児救急電話相談
（１５歳以下の
　　子どもの急病に関する相談）
短縮ダイヤル☎♯ 8000
☎ 077-524-7856
相談日時　平日・土曜日１８：００〜翌朝８：００（日

曜日・祝日は９：００〜翌朝８：００）

■悩みを一人で抱え込まないで
家庭、職場、地域などで、ストレスを抱えて心理的

に追い込まれると、うつ病などのメンタルヘルスの不
調に陥り、「楽になってしまいたい」「生きていても仕
方がない」などと思い込んでしまうことがあります。

そこで、最近ストレスの解消法で注目されているの
が、「助けを求める能力」です。

誰かに助けを求めたり、悩みを相談することに抵抗
を感じる人もいますが、1 人で問題に立ち向かうので
はなく、周囲の人に悩みを打ち明けたり、専門家に相
談してみましょう。
■かけがえのない命をみんなで守ろう
▶気づく　家族や仲間の変化に気づいて、声をかける
▶つなげる　心の病気の兆候があれば早めに精神科医

などの専門家に相談するように促す
▶見守る　相手の気持ちを尊重して、耳を傾けて、寄

り添う

自殺予防週間中、市立図書館
で自殺やうつ病などに関する
図書を集めた特設コーナーを
設置します。
問い合わせ先
　 健康推進課☎24-0816、　FAX24-5870

話してください　あなたの悩み
9月10日～同16日は「自殺予防週間」

世界アルツハイマー月間　認知症啓発イベント

認知症にあったかいまち　ひこねを目指して

「認知症という病気になっても、できる限り住み慣
れた地域で暮らし続けたい。」そのためには、病気に早
期に気付くことや周りの人の適切な関わり方が大切
です。この機会にイベントに参加しませんか。
開催日　9月18日㈰
場所　ビバシティ彦根（竹ケ鼻町）２階研修室
内容　
①5分でできる「脳の健康チェック」　
▶︎11：00〜12：00▶︎15：00〜16：00　各10人
対象　40才以上の人
②専門家に聞いてみよう「もの忘れ相談会」
▶︎11：00〜12：00▶︎15：00〜16：00　各２人
対象　本人または家族

③脳の活性化を図るプログラム体験付き
　「認知症を知る出前講座」
▶︎13：30〜15：00　50人
対象　誰でも参加できます。

申込期間　9月1日㈭
　　　〜同16日㈮（先着順）

費用　無料
申込・問い合わせ先
　 医療福祉推進課
☎24-0828、　FAX24-

5870

認知症サポーターキャラバン
マスコット　ロバ隊長

９月 18日㈰
彦根城をオレンジに
ライトアップ
オレンジ色は、
認知症啓発の

シンボルカラーです
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

栄 　 養 　 相 　 談

☆管理栄養士による食生活改善アドバイス☆

健診結果を確認されましたか？血圧、血糖
値、中性脂肪などが高かった人は、ぜひこの
機会に一緒に食生活を見直してみませんか。
日時　9月23日㈮、10 月 3 日㈪　いずれも

9：00 〜、10：30 〜〈予約制、各１人〉
場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さまざまな

栄養相談を受け付けています。
問い合わせ先　 健康推進課

パ パ マ マ 学 級

赤ちゃんのお世話（お風呂、おむつ交換、だっこの仕方）

や交流会をします。
日時　9月24日㈯　9：30〜12：00（受付9：15〜9：30）

場所　くすのきセンター１階
対象　市内に住民登録のある妊娠 24 週以降の夫婦
定員　18 組（申込者多数の場合は、予定日が近い人、第１子

の人を優先します）

持ち物　母子健康手帳、父子健康手帳
申込期間　9 月 1 日㈭〜同 12 日㈪
申込方法　 健康推進課に電話か FAX。
　QR コード対応の携帯電話を使って
　申し込むこともできます。
　※託児はありません。

が ん 検 診 ・ 骨 粗 し ょ う 症 検 診 （ 集 団 検 診 ）

9月1日㈭から10～12月のがん検診の予約が始まります。
希望する人は、予約専用電話24-3719へ電話してください。
【男性の日程】

5日㈬
13日㈭
7日㈪
17日㈭
6日㈫

会　場

くすのきセンター
男女共同参画センター「ウィズ」

くすのきセンター
くすのきセンター
くすのきセンター

午前

胃がん 大腸
がん 肺がん検 診 日 時間帯 特定

健診

10月

11月

12月

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　
3日㈪

11日㈫
12日㈬
　17日㈪
26日㈬
27日㈭
8日㈫
14日㈪

21日㈪

29日㈫
7日㈬
16日㈮
20日㈫

会　場

くすのきセンター

グリーンピアひこね
男女共同参画センター「ウィズ」

くすのきセンター

ひこね燦ぱれす

くすのきセンター

午前
午後

午前

午前

午後
午前

午前

胃がん 大腸
がん 肺がん検 診 日 時間帯 　特定

　健診乳がん 子宮頸
がん

骨粗
しょう症

【女性の日程】

10月

11月

12月

▶受付時間、対象年齢、注意事項などは「平成28年度健康診査・がん検診のお知らせ」をご覧ください。
▶9月１日㈭は多数の申し込みが予想され、電話がつながりにくくなる場合があります。FAX や　健康推進課
窓口も利用ください。
▶特定健診では、身体計測、血圧、検尿、診察、血液検査などを行い、生活習慣病の予防につなげます。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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●
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●
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●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

杉
本
奈な

津つ

希き

ち
ゃ
ん

（
堀
町
）

坂
本
碧あ

お

海い

ち
ゃ
ん

（
西
今
町
）

植
田
翔

し
ょ
う

太た

ち
ゃ
ん

（
京
町
一
丁
目
）

　血圧が高いこと、脂質や血糖の値が高いことは、血管
の壁を傷め、動脈硬化を進行させます。動脈硬化が進む
と、血管が詰まったり、破れやすくなったりすることで、
心筋梗塞、脳卒中、腎不全などの深刻な病気を引き起こ
す原因になります。これらの病気の多くは、進行するま
で自覚症状がありません。年に１回、健康診査を受けて
体の状態を知りましょう。
対象　彦根市に住民登録があり、次の要件に該当する人

（年齢は、平成 29 年３月 31 日が基準）

▶健康診査（内容は、問診、身体測定、腹囲測定、血圧測定、尿
検査、血液検査、内科診察）

①昭和 52年 4月 1日〜平成 10年 4月 1日生まれの人
②昭和 16年 6月 2日〜昭和 52年 3月 31日生まれの

生活保護受給者（彦根市に住民登録が無く、在住している
人を含む）

▶肺がん検診
　昭和 27年 4月 1日〜昭和 52年 3月 31日生まれの人
▶結核健康診断
　昭和 27 年 3 月 31 日以前生まれの人
▶肝炎ウイルス検診

① 40、45、50、55、60 歳の人で、過去に市の肝
炎ウイルス検診を受けていない人（対象者には、５月下
旬に案内を送付しています）

②①の年齢を除く 41 歳以上の人で、過去に市の肝炎
ウイルス検診を受けていない人（検診の１週間前までに

健康推進課へ電話か FAX で申し込んでください）

市 民 健 康 診 査

※9月30日㈮、10月13日㈭は、男性のみの検診
　10月12日㈬は、女性のみの検診

日時
実施日

 
9月15日㈭
 
　9月17日㈯
 9月29日㈭
 9月30日㈮
10月 6日㈭
10月12日㈬
10月13日㈭

場　 　所

中 地 区 公 民 館

くす の き セ ン タ ー
男女共同参画センター「ウィズ」
男女共同参画センター「ウィズ」
稲 枝 地 区 公 民 館

男女共同参画センター「ウィズ」

受付時間
　9：30～11：00
13：00～14：30
　9：00～11：00
　9：30～11：00
　9：00～11：00
　9：30～11：00

　9：00～11：00

詳しくは、広報ひこね5月15日号と同時に配布した
「平成28年度彦根市健康診査・がん検診のお知らせ」
をご覧ください。
申込・問い合わせ先　　健康推進課

■大腸がん検診【一部要予約】
５００円で近くの医療機関で受診できます
対象　40 歳以上の人（平成29年3月31日現在）

容器配布・受付期限　11 月 30 日㈬
便提出期限　12 月 20 日㈫
受診方法　直接医療機関で受診してください。
■乳がん検診【要予約】
視触診がなくなりました
対象　40 歳以上の人（平成29年3月31日現在）

受診券申込期限　平成 29 年 2 月 20 日㈪
医療機関予約期限　平成 29 年 2 月 27 日㈪
受診方法　
①がん検診予約専用電話 24-3719 へ電話　
②受診券はがきが手元に届いたら、医療機関へ電話

予約
③受診券はがき、検診料 500 円を持って受診
※乳がん検診無料クーポン券、乳がん検診受診勧奨

はがきを持っている人は直接医療機関で予約して
ください。

■子宮頸がん検診【一部要予約】
対象　20 歳以上の人（平成29年3月31日現在）

受付期限　平成29年3月31日㈮
受診方法　検診料 500 円を持って直接医療機関で
受診してください。

※乳がん・子宮頸がん検診は 2 年に 1 回の検診です。
ただし、がん検診無料クーポン券対象者は受診で
きます。

大腸がん・乳がん・子宮頸がん（医療機関検診）

市民健康診査、各がん
検診の受診できる医療
機関、検診項目など詳し
いことは、「平成 28 年
度彦根市健康診査・がん
検診のお知らせ」でご確
認ください。

▲５月 15 日号と同時
に配布しています
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人口と世帯数
　　　　　　平成28年8 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,734 人（＋　6）
　 55,684 人（＋　8）

57,050 人（−　2）
46,287 世帯（＋ 38）

表
紙
の
写
真

日時　10 月 10 日（月・祝）
         13：15 〜 16：15（受付 12：30）
場所　ひこね市文化プラザ（野瀬町）　
         グランドホール

【第 1 部】記念式典　
【第 2 部】記念講演
　講師　作家　夢

ゆ め

枕
まくら

　獏
ば く

　さん
　演題　「物語と旅」

定員　800 人
費用　無料
入場整理券配布日　９月 6 日㈫（下記の場所に設置）

申込方法　式典に参加希望の人は、図書館、市役所総合案内、
ひこね市文化プラザ、支所・各出張所、各地区公民館にあ
る「入場整理券」を必要枚数分を受け取ってください。

※式典当日、受付で入場整理券を渡してください。
※当日は、手話通訳・要約筆記を行います。
問い合わせ先　市立図書館☎ 22-0649、FAX26-0300

所蔵資料特別講演会
日時　9 月 11 日㈰ 14：00
場所　高宮地域文化センター　ホール
内容　「御城内御絵図・御城下惣絵図から世界遺

産を考える」
講師　谷口　徹さん（ 教育委員会　元・文化財部長）

費用　無料　定員　80 人（先着順）

申込期限　９月 10 日㈯ 18：00
その他　関連資料を市立図書館内に展示中です

（9 月 18 日㈰まで）

プレミアム講演会　第 4講
日時　9 月 25 日㈰ 13：00
場所　市立図書館（尾末町）第 1 集会室
内容　「彦根藩士　自転車を発明するー自転車

史を塗り替えた平石家文書ー」
講師　梶原　利夫さん（産業考古学会評議員）
費用　無料　定員　50 人（先着順）

申込開始日時　9 月 1 日㈭ 10：00
その他　関連資料を市立図書館内に展示中です

（10 月 11 日㈫まで）

彦根市立図書館　創設 100周年記念式典
先人の熱き思い、宝とともに　新たな図書館への出

た び

発
だ ち

プロフィール
神奈川県出身。SF文芸誌「奇想天外」

で作家デビュー。「陰陽師」などのシリー
ズで若い読者を中心に支持を集める。
平成23年度第5回舟橋聖一文学賞受賞。
「神々の山

いただき

嶺」は、今年「エヴェレスト
　神々の山嶺」として映画化されている。
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」
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地
震
が
起
き
た
時
や
、
そ
の
後
の

動
き
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
決
め

て
お
い
て
、
周
り
の
人
と
も
共
有
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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れ
た
瞬
間
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し
ま
っ
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！

ど
う
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ら
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？
」
と
パ
ニ
ッ

ク
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
地
震
へ

の
備
え
を
後
回
し
に
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。


